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第  I  章















































こととなった。この調査は昭和51年 6月 8日 から19日 にかけて実施 された。この遺跡の確認調
査の結果、丘陵尾根筋の緩斜面や平坦面において、早期末あるいは前期の縄文土器、前期と後



















り返 し調査 していくこととした。 5月 4日 薬学部西方の道路崖面において、 4点の石器と象J片


























(須 藤   隆 )
ー
2.発掘調査 と調査班の活動
(1)発 掘 調 査 の概 要
昭和59年度に行われた調査は、事前調査 2作、試掘調査 3件である。また立会い調査は 4件
であった。これらの内容については、表 1に まとめた。
1)青葉山地区の調査
東北大学北青葉山分館の建設に伴 う青葉山遺跡B地点 (AOBと 略す)の調査に先立ち昭和
58年■月～12月 にかけて試掘調査を行い、土層の堆積状況を確認 した。昭和59年の3月 1日 ～
10月 29日 まで本調査を実施 し、近世、弥生時代、縄文時代、旧石器時代にわたる重層遺跡であ
ることを確認 した。




図書館本館前の排水施設整備に伴 う試掘調査として、二の九第 4次調査 (NM4)を実施 し
た。遺構の残存状況は良好で、南北に走る二の九の外郭線と推定される土塁状の遺構 と、それ
に平行する掘立柱の柱穴痕跡が発見された。
3)試 掘 調 査
試掘調査は事前調査に先立ち、特に同知の遺跡の周辺部やそれ以外の地区でどのような埋蔵





































9ポ 近    世
|1内二の九第 4次調査
也点    (NM4)
川内地区排水整備事業 昭和601/8～ 2/6
(22)

































磁)そ の 他 の 活 動
埋蔵文化財調査委員会として、AOB遺 跡の西半分の調査終了時に現地説明会と記者発表を
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仙台市内では初めて青葉山這跡のA、 B、 C、 D地点などの旧石器時代の遺跡が発見された (図 2)。
最も発見の早かったA地点は、青葉山段丘の中でも最も高い青葉台地区にあり、ナイフ形石器、
石刃などが表採 されている(図54-1～ 3)。 昭和50年 には青葉台に向かう道路の途中にある財団
法人金属博物館正面の露頭から局部磨製の石斧やスクレイパー、景」片 (図55-8～ 10)が発見 さ
れ、この一帯に旧石器時代の遺跡が集中していることが予想された。昭和56年 には考古学研究
室による本格的な踏査が開始されて、後にB地点とされる理学部付近の大学構内の露頭からス
クレイパー、景」片 (図54-4・ 5、 図55-6,7)が、D地点の青葉台東狽」の露頭では両面加工石器、












4 青葉山追跡A地点   ク
5 青葉山遺跡D地点   ″
6 青葉山遺跡E地点   ク
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□ 仙 台 城 址  R� n OF Senあ i Casde
各地点
l iの 丸第 1地点 (NMl)
2 1の 丸第 2地点 (NM2)
3二 の丸第 3地点 (NM3)
4二 の丸第 4地点 (NM4)
5この九第 5地イよ(NM5)
図2青 葉 山 と周 辺 の 遺 跡
Fig.2 ArchacOlogical sites in the Aobayama hill.
















月21日 から12月 21日 まで行われた。調査区は建設予定地の】し西に10× 10mの範囲に設定した
(図 3)。 調査の結果、土層の堆積状況は良好で、 5層 には川崎スコリア層が確認され、 8層 は
愛島パ ミスであることがわかった。さらに愛島パ ミスの下には赤色風化層が礫層まで厚く堆積
していることが確認され、近世から前期旧石器時代にわたる重層追跡の可能性が明らかとなった。
偉)本 調査 の方法 と経過 (表 2)
昭和59年 3月 1日 から試掘調査の結果を踏まえて本調査が実施 された。調査予定区は東西70
m、 南北50mに及び約3000ポ の面積を持う。全体に磁北を基準とする10× 10mの正方形のグリッ
ドを設定し、東西方向を西から100～ 170、 南北方向を南から10～ 60と した。工事の着工と調査の
進行との関係から、130と 140の間の南北線を境に東区と西区に分け、西区の調査を先に進めた
(図 3・ 4)。 各層の途中に関しては唐鍬により粗掘りし、層理面は移植べら、草削りを使用し
精査 した。調査は寒さと雪のため実際には3月 15日 から開始された。精査の過程で 1層 からは
近世・奈良 。平安・弥生・縄文各時代の遺物・遺構が、2層 からは縄文時代の石鏃が、3-4層 か
らは旧石器時代の劉片が検出された。 5月 23日 には110～40区の排土中より石器が拾われ、石器
についている土から、 前期旧石器に属するものと判断された (図 30・ 31)。  また同日130-30
区の 5層上面より20点 の石器が集中して発見された。ここでは大山灰中では検出の困難な炉の
跡を探索する目的で残留磁化の測定を行った (図 16)。 7月 31日 には西区の部分の調査を終了した。
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8月 11日 には現地説明会が開かれ、遺物や地層の説明、石器作 りの実演などを交えて約150名 の
見学者に調査の成果が発表された。8月 23日 には150-30区 の1ld層か ら待望の前期旧石器が 3
点出土した。 5月 の時点の予想を裏付けるように、赤色風化層部分から発見された。 8層 の愛
島パミスが約80,000年 前と推定されることから、年代的に石器はさらに古いことが確実となった。
9月 25日 からはAOE(科学機器分析センター)の調査が始まり、2地点同時の発掘を余儀無く
された。この状態はAOBの 調査が終了する10月 29日 まで続いた。











Fig.4 COmpleted excavation grids in AOB







基本層序は25層 に分けられる。各層の色調、特徴は図 5中 に示されている。この中には 2
枚の特徴的なテフラが存在する。 5層上面には川崎スコリア層 (約26,000～ 32,000年 前)(板垣
等 1980)がブロック状に点在する。 8層 の愛島パ ミスは川崎町安達付近を噴出源とする軽石質
の火山灰である。年代は第Ⅲ章の分析結果が示すように、約60,000～ 80,000年前である。噴源
の川崎町安達の露頭では、この層の上位に広域テフラである阿蘇4火山灰(約79,000Y.B.P)
が確認 されているが、当遺跡では確認 されていない。愛島パ ミスより上位では全体の地形は南
側の谷に向かって傾斜 している (図 6)。
8層 と9層 の境は凹凸が顕著で、また 9層 の上面にはマンガンの沈着が見 られる。また11層
以下は間氷期の風化によると思われる赤色風化 を受けており、この状態は礫層まで変わらない。




攪乱作用を受けており、特に150-20区 では16層 以下にまで及び、平面的に摺鉢状の窪地 を呈す
る(図 7)。 この現象については攪乱層中に①砂のレンズ状堆積が見られないこと、②上述の凹
地を呈する部分もあり攪乱層をはいだ面が流路状の構造を示さないことから、流水が関与した








今回の発掘調査によって、2層、3層 、4層、5層 、1l d層 から遺物が発見された。 2層 は縄文
時代、3層 は晩期旧石器時代、4層 、5層 は後期旧石器時代、1ld層 は前期旧石器時代に属する。







































































図 5 AOB土 層断面図及び注記表










1  1  l  J  I  I
6b 7 8 9 101la llb llc
層 名 土 色 土 性 注
1 褐7 5YR4/4 表土、ほとんど削平 され部分的 に残存す る腐植土。
2 掲7 5YR4/6 シ  ,レ   ト 粘性 あ りやわ らかいが、 クラ ックが入 り易い。炭化物顕著 に混 じる腐植土
3 2層より明るい褐7 5YR4/6 シ  ,レ   ト 粘性 な くしまりな し、 2層 よ りやや国 い、 クラ ックが入 る、岩化物少ヽ
4 明掲7 5YR5/6 ン  ,レ   ト 粘性 な くぱ さつ く、 2・ 3層 よ り固 くしま り有 り、青緑色岩片 を合もヽ (愛 島起源 か)。
5 明掲7 5YR5/6 ン  ,レ   ト 粘性 な くしまりあ り、回い。上面 に川崎 スコ リアがブロ ック状 に分布。青緑色岩片 あ り。
5層より明るい明褐名5YR5/6 ン  ,レ   ト 粘性 な くしまりあり、固い。青緑色岩片 を 5層 よ り多量 に含む。石英粒 多く合む。
褐10YR4/6 ン  ,レ   ト 粘性なくしまり良好、回い。青緑色岩片、石英粒多く合む。砂が均質に混じる。
7 掲7 5YR4/6 シ  ,レ   ト 警 犠 無 妄 嵐 れ で Γ ヽ 画 い 。 青 緑 色 岩 片 、
パ ミ ス 、 砂 、 腐 れ 礫 片 均 質 に 混 じ る 。
8 橙7 5YR6/8 パ  ミ  ス 愛島軽石層、しまりなし、花聞岩片合む。
明褐7 5YR5/8～ 5/6 ンルト質粘土 含 む Pワ
｀ し ま ワ 之 し い 、 安 島 バ ミ ス と の F・ lに マ ン ガ ン 成 着 壻 あ り 。 赤 色 岩 片 、 石 英 粒 、
明掲7 5YR5/6 シルト質粘土
赤褐 5 YR4/8 シルト質粘土 粘性 あ り、しまり乏 しい。クラノクが入 る。Mn粒、黄白色岩片合む。9b唇 と1la暗の漸移唇。
赤褐 5 YR4/8 ンルト質粘土 り し ま り ,雲 い 、 朽 し あ り、 ク ラ ノク 1よ 碓 に 入 る。 責  赤 色 岩 片 あ り、 ク ラ ノク部 分
詈名 土 色 土 性 注
明赤掲 5 YR5/8 シルト質粘土 ★ 識 病 と ,お
旧:'aぃ 、 し ま り あ り 、 赤  黄 色 岩 片 、 Mn、 妊 状 に 含 む 、 ク ラ ノ ク 部 分 粘 上 化
1lc 明赤掲 5 YR5/8 粘  土 歩り 魏 み れi里 犯 h暴 繍 説 ∴ ミ ぞ心 好 、 ク ラ ッ ク 多 く 入 る 、 Mn斑 状 、 赤 色 岩 片 含 む 、 ク ラ
明赤掲 5 YR5/8 粘  土 柁 ■ 笠 ど 尚 き ま り あ り 、 ク ラ ン ク は α よ り 少 い 、 Mn斑 状 、 赤 色 岩 片 、 ク ラ ッ ク 部 分 ホh土
橙7 5YR6/6 粘  土 粘性大、 しまりあ り、 クラ ックは維 に入 る。 Mn、 赤色岩片合む。 クラ ック内明黄tF7粘 」ぉ
12 明黄褐10YR6/6 ン
'レ
ト質粘土 粘性 ありlo～ l lelFIよ りしまり乏 しい。 クラック縦 に入 る。 Mn粒 、石英粒 合む。
13 明黄掲10YR7/6 砂 質 シル ト ξ啄た泉坊膨筆ど妄占II落 Fヽ
クラ/ク 維に入る。砂が多く混り、Mnブロノク状、明
明責掲10YR6/6 粘土～ローム 堺獣斉品fビ笑脅P。 しまりあり。クラノク縦に入る、ブロック状Mn、 クランク内に■O層
15 明掲75YR5/8～ 橙盈5YR6/6 粘土～ローム 中 祭 今 雅 士 鶏 丘 系 イ
カ ン 反 映 を Fh々 形 阪 。 4 rfl■ に 菖 み し ま り 具 し 。
明掲7.5YR5/8～ 10YR7/2 粘土～ローム 醒 F指 雰 rご 管 ち 受 と
「
ン Fk Br..罰 ∫分 Hつ に あ り 、 17盾 ～ 唾 踊 に 近 い 部 分 は 泥 質 。
黄褐10YR5/8～ 6/8 粘土～ローム 卜は弯
Ｍ
ク
明費掲10YR6/6 lll土 ～ ロー ム
明黄tr910YR 7/6 粘  土 しまりあり、Mnは、12、 16、 17に比べて少ない。土色、土質とも、16、 17眉 に類似。







































































Fig,7 Topography beneah the Medeshna disturbed layer,AOB
図8 AOB130‐30区 礫層上面の等高線














側は基菩5か ら先端に、 左狽」は_L2/3は芝姿音|か らう桂
'出
に、 T1/3は サ七男誌から基菩bツヘヽとカロ]二 が
進む。
b。 (図 15-1、 110-20区 出土 )
いわゆるアメリカ式石鏃 もしくは飛行機鏃 と呼ばれる弥生時代に特徴的な石器である。二次














140-20区で確認 された袋状土坑は、直径 2.5m、 深 さ1.5mで ある。埋土中からは縄文土器
の小片が出土 しているが、時期の決定は出来なかった。底面からは径 2 5cmの 平石が出土 して
いる。                              (梶  原   洋)
② 出土遺物
A.土器、陶磁器、瓦 (図 11、 12)(図版 8・ 9)
本遺跡から出土する土器、陶磁器、瓦は総数が44点である。そのほとんどは細片であり、器
形を知るのは数少なく固体数も確認 しにくい。その内訳は陶磁器が25点、土器16点 (縄文土器
が15点、土師器 1点 )、 瓦器 1点、瓦 2点である。その分布は散慢に出土するが、110-50区 の










9。 白色の細やかな胎土の陶器にマット釉 (淡紅色 )を書卜けた土瓶の落とし蓋である。








11-1～ 6が縄文時代、図11-8、 図12-2が江戸期 と思われる陶磁器で、 前述のように仙台城
二の丸跡のものと類似する。この場所は城の後背地にあたり、何等かの施設があったことも考
えられる。図11-12～ 14は型による成形で明治以後の物であり、特に13、 14は 昭和になってか
らの製品だろう。














表 3 AOB表 土・ 2層出土品属性表
TaЫe3 Attribute table of
L～ 70%H69～ 30%S29%～  OF(酸 化炎)OXidiZing
RF(還元炎)reducing :ほr)
現代と推定される(第 2次大戦以後)遺物は一部を除き削除
porcelain recovered from AOB
尭
表 4 1AOB表土 。2層出上金属製品属性表
TaЫe4 Attribute table of metal artifacts recovered from AOB
場合は最大長・幅である。( )は一部折損の場合。   ※刃角 標準偏差値
※末端形状 (  昭  9
フェザー ステップ ヒンジ
表 5 AOB表 土～ 4層 出土石器属性表
Table5 Attribute tablc of metal artifacts recovcred from A OB(Strata
番号 遺 構 種 類 材 料 残存率 備 考 図 図栃
1 Pl   埋 ± 1 古銭 古寛永通宝 銅 P
Pl   埋± 1 和 針 鉄 P 3
3 Pl   埋± 1 錯 鉄 P 24.6 2-419-11
4 130～ 140 1層 鑑 鉄 P 66催定) 117 近代～現代 )■
5 攪乱 2東西ベルト 雷  管 真鍮 ? P 近 代 ～ 現 代 〕立
埋 ± 2層 鉄砲の玉 鉛 P 9.8 江戸時代 〕宅
7 双 眼鏡 の一 部 具鎌ガラス P 20.3 近代～現代 )立上
双眼鏡の一部 ? 真 鍮 M 32(推定) 近代～現代 2■d9t(
層 No 器 種 長cm 幅cm 厚cm 重さ9 打面状況 打角 背面構成 刃角(屁偽)末端形状 石 質 その他 図 コ版
表 土
l 石  鏃 3 98 1.64 0.38 / / / 月 /// ズ  岩 /
石  鏃 4.33 1.45 0.40 2.3 / / / ////1/ 頁  岩 /
尊 1埋土 石  鏃 3,75 1.57 0.47 2,3 / // / //// め の う /
2 層
4 石  鏃 2 01 1 35 0.21 1,0 / / / ッ′////1ノ′//′ 頁  岩 /
5 石  鏃 22つ 130) 0 34) 1 2 / / / //1/ 頁  岩 火はな欠損
3 層





る all片 3 89) 1.91) 071) 自然面N / 1(ポ ジ面 ///1/// 黒 曜 岩真4岩 ISとい) 不踊圧例割離時 2分 割
剣  片 3.09 1 99 040 2.66 / // 1+自然面 /1フ エザー 駐 質 細 粒凝 灰 岩 上力半折損
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Fig。 10 Distribution of structures and artifacts on the surfacc Of stratuln 2,AOB
層 騒 土 色 主  性 符 傲
ユ ´ま り長 く、柏 低 弱 、わ電1ヒ彰り混 じり
2層のブロックを含 む
シル ト質 柏 土 まりあまり良くない。1に比べ粘維強くなる。炭化物混じり。
.5YR3/3暗縄色 シル ト質粘土 黄福色柏―ムをブロック状に合む。炭化物混じり。
7.5YR4/6褐  色 シル ト質粘土 ま り恐 い。 3、 4層起 源 の土 中 心
10YR4/6 褐 色 ンル ト質粘土 まり怒い。 4、 5層遷源の上中心
7 7 5YR4/4褐  色 ン ル ト質 柄 主 しまり慕い。黄褐色粘土(5層 ?)と 黒褐色土混じ
7 5YR3/4暗褐色 しま り怒 い。栖 任 lJa篤 尿 化 ヮ 混 じる。
7 5YR3/3暗褐色 しまり普通、8層 に似たしまりの良いカ ックを含む
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図12 AOB表土 。2層出上の瓦器・瓦・古銭・金属製品
Fig.生 2 Smudged carthen ware, ceranlic rOOf tiles and porcelain



















































































































C.金属製品 (図12-3～ 10、 表 4、 図版 9-17～ 23)
ホ遺跡からは8点出土する。その内訳は古銭 1点、釘、かすがい2点、雷管、鉄砲の五2点、
鍵1点、双眼鏡2点である。 1、 6は江戸時代に、 5、 7、 81よ 十日陸軍のものと考えられる。
脩)旧石器時代の遺物
1)3 層 (図 14・ 15、 表 5)
150-20区 3層上面から以下の 3点の石器が発見された (図15-6～ 8)。
1.剣  片 (図 15-6、 図版 10-6)
自然面打面を持つ縦長剣片、下半は欠損する。左側辺に微細な祭J離が見られるが、使用によ
る可能性が高い。













図15 AOB表土-4層上面出土石器 1・療 上、 3・ 4・ 5,2層上面、6～83層、94層上面
Fig.15 Lithc artifacts recovered from AOB,(stratuln l-4)
―
「
2.二次加工ある剥片 (図15-7、 図版 10-7)
晶子の多く入った黒H召岩製の象J片 を折断し、一端に二次加工を施す。素材の劉片の打面が残
存 しており、自然面である。
3.劉  片 (図15-8、 図版10-8)
縦長剖片で上半が欠損する。
2)4 層










































0         1m
図16 AOB5層 上面石器出土状況と炉跡推定地点
Fig。 16 Distribution of lithc hrtifacts and assulned hearth On the




























A類 複数回の二次加工によリノッチとしている。No 5、 6、 7、 8。
B類 ほぼ一回の二次加工によリノッチを形成する。No 9、 10。
C.小剥離痕ある刺片
劉片の縁辺の一部に散漫で浅い剥離がやや連続して見られる。大きさは奥行 きが 1～ 2 Hlla、
















2点は大きく二次加工の施されたスクレイパー (図 17-1・ 2)の ため鋼片の形態分析からは除外す
る。ノッチの 3点は幅に関しては殆ど影響のない程度 しか二次加工は受けておらず、特にNo 9
は上下両端が折れているため本来はもっと長かったと考えられる。2/1～ 1/11こ入る13点は
No12を 除いて縦長の剣片であることが確実であり、形状を変えるほどの二次加工も受けていな
い。No8、 13、 17、 18を 除いた8点は上下の一端もしくは両端が折れており、本来は更に縦長だ
ったことが想定できる。しかし長幅比が2/1を あまりに越えず縦長ではあるがかなり寸詰ま




図17 AOB5層 上面出土石器 (1)
Fig.17 Lithic artifacts recoヤ ered On the surfacc Of stratuln 5,AOB(生 )
r―
W
層 NO 器  種 長cm 幅m 厚cm 重さ9 打面状態 打角 背面構成 刃角(三
次





スクレイノ■ 6501 2.60 115 18 5( 調整 R 104° 4+自 然面 / め の う 木端 折 11-1
2
サ イ  ト
スクレイノ■ 5391 2 20 0 68 90 平坦 P // ユ R525± 381 / 珪質頁岩 上・下両球折   楼 11-2
3
サ イ  ド
スクレイノ■ (2021 2 52 0 80 40〔 // // //
R675±56
し45■69 / 上 半 折 11-3
4 サ イ  ドスクレイノ■ (240 (210 0 77 32 P 108° ]
R483■ 154 / 下 半 折 11-4
5 ノ ッチ (3341 2 65 0 72 5.0〔 自然面ト/ 1+2+` R35°L4( / 下 半 折 11-5
6 ノ ッチ 4 89 1 94 1 35 98〔 平坦 P 104° 1+節理面
R628± 195
ヒンジ 11-6
7 ノ ノチ 4 65 0 47 30〔 つぶれ / 1+2 R2V5■44L316± 102 フェザー
珪 質 綱 粒
凝 灰 岩
2点接合 11-7
8 ノ ッチ 2 98 1 54 0 39 214 P 108° 1 / 空質頁岩 二次加工部二重バティナ 11-10L38±釣 1
9 ノ ッチ (5,90 30) 0 73 15 2 / / l // 11-9
ノ ッチ 2.95 2.24 0 38 2 31 自然面N 105° 1+末端ヽ









あ (3.261 2 31 0 75 P // 1+N / 珪 質 iHI粒凝 灰 岩 木 端 折 11 ― H
12 2 97 17 0 71 2 36( / // / フェザー 狽∫辺 折 11-12L316± 236
4 46 3 16 0 76 87〔 P 95° 1+3+4 ヒンジ? 11-13
14 (4 61 2 91 081 87( P 105° 1+4 / 末 端 折 11-14




(2 4a 1 96 0 45 / / 1 / 11-16L35と 0
17 4 85 2 48 0 60 N 105° 1+2+3 フェザー 難 質 細 粒ICr灰 岩 ¬-17
4 19 2 94 0 93 P N フェザー 珪質頁岩 11-18
(3 5a 2 92) 0,60 6 69 P // 二十2+4 / 11-19








表 6 AOB5層 上面出土石器属性表













FigⅢ 19 The length― wtth ratわ of tOdS and fLkeも :AOB,stratum 5
表7 .AOB 5層上面石器・剥片の
背面構成と打面状況 (不明は除く)





0～ 1.1～ 2.1～ 3.1～ 4.1～ 5,1～ s,1～    Cln(長 さ)
1.02.0 3.0 4.0 .5.0 6.0 7.0  総数20点
図201 AOB 5膚 上面石器・痢片の長さと背面構成 (蟹ζ擦塚
フフは
)






類 齢 筵 %
コ 況














討 13 1 3
b.背面構成 (表 7)
I類 腹面と方向が同じ、もしくは反対のもの (自 然面を伴 うものも含む)が9点 (50%)を し
める。
Ⅲ類 腹面に対して横の方向からの最J離面を持つもの (自 然面を含む)8点 (44.4%)。
Ⅲ類 背面が自然面のもの 1点 (5.6%)。
c.打面状況 (表 7)
背面構成 I類の打面は平坦打面が 9点中 5点 (55,56%)を 占め、最も多い。Ⅱ類では8点中4
点が平坦打面を持ち、その他自然面打面を持つものが 2点存在する。全体としては平坦打面が





証明は出来ない (図 20)。 打面の細かな調整もほとんど行われない。




































に背面側に二次加工を施す(RPと 略す)。 ③押圧景」離により二次加工する(PFと 略す)。 石器
の製作は基本的に筆者自身が行ったが、③の中の2点の黒曜岩製の尖頭器はアメリカの石器作










① 長 幅 比 (図22)
最大1.42、 最小は0,95で、最小値のN02は縁辺に細かい二次カロエが施されたもので、最大値





① 長さと幅 (図 20
長さと幅のグラフと表を見ると、長さは1.65～ 7.07cm、 幅は1.96～ 6.72cmでばらつきが大き
く、素材と打撃の強さによって違いが生じた可能性がある。偏差値の平均値にたいする割合い
も長さの場合33～59%、 幅の場合37～92%で それぞれ 1例を除いて50%を 越える。これは象U離
面の大きさが一様でないことを示すと考えられる。
b.RP (図 218～ 12)
① 長 幅 比 (図 2つ


























スクレイパーの 4点 (N01～ 4)について分析する。
No l
① 長 幅 比
右側辺下半(RL)と 上半(RU)では象J離の様相が異なり、RLの長幅比は1,73± 0.51(偏 差値
対長幅比29%)、 RUは 1。 2± 0.51(42.5%)、 左側辺は1.16± 0.32(28%)で ある。RLは PFlに








① 長 幅 比
1.85± 0.53(偏 差値/長幅比-29%)でPFlに最も近接 し(図 22)、 偏差値の割合も低い。
① 長さと幅
長さは5,47± 1.35(25%)、 幅 3.1± 1.o6(34%)で PFに近く、これらを総合すると、この景」
離は押圧暴J離による二次加工と考えられる (図 23)。
No 3
① 長 幅 比
0,97± 0.38(39.2%)で PPの 2と 6に近い (図22兆
① 長さと幅




0。 98± 0,34(35%)で N03と 同様にPPの 2と 6に近い。
① 長さと幅
長さは2.34± 0.76(32%)、 幅は2.47± 0.42(42%)で PPの 2と 6の 中間に位置する(図 23)。
この二次加工もNo 3と 同様PPに よると推定できる。





しかし、AOBの 5層 が年代的に20,000～ 30.000YB.P.と 考えられることから、この定説に矛盾
し、二次加工技術の編年的位置付けについて、新たな問題を投げ掛けることとなった。
ここで実施した二次加工技術の客観化のための予備的な実験と分析を今後さらに発展させる









a.座散乱木追跡 8層 (図 25、 表 7)(石器文化談話会編 1981よ り)









背面構成の把握できるものは 1次 18点、 2次27点の合計45点 である。 I類が 1次、 2次 とも
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明のものとに分けてグラフを作成した。最大でも8 cmに満たず83.5%が 5 cm以下で、ピークは 3








背面構成のわかる石刃、象」片は28点 を占める。 I類が約74%を 占め、Ⅱ類は約26%と 少ない。
打面状況は平坦打面が73.4%を 占め調整打面は18.6%で ある。 I類は調整打面が全くないとい
う特徴を持つ。長さもI類は 6 cm以上が多く、ピークは 9～ 10cmで ある。一方Ⅱ類は最大でも









いない。縦長の祭J片 には背面構成 I類が 3点、Ⅱ類が 4点で報告者は連続的に縦長の剣片を生
産する石刃技法の存在を示唆しているが明瞭とは言いがたい。二次加工は平坦鉄」離、縁辺部加
工の 2種類認定できる。編年的には座散乱木遺跡 6cと 8層の中間に対比されている。
d.馬場壇A遺跡 6層 (表10)(東北歴史資料館・石器文化談話会1986よ り)
層理面から8点の石器が出土した。スクレイパー 1点 を除いて劉離痕ある景」片である。
背面構成は I類 5点、Ⅱ類 2点である。打面は平坦打面が 3点、自然面が 2点、調整打面が 1
点存在する。年代的には後期旧石器の初頭と考えられている。
e.北前遺跡 5層上面 (図26、 表11)(仙台市教委1982よ り)
石器群はスクレイパー、ノッチ、石刃、剥片からなり、合計 9点 と少ない。背面構成のわかる
資料を分析すると、 I類は77.8%、 口類は22.2%で ある。打面は平坦打面、調整打面のいずれ
もほぼ同じ割合いである。長さのグラフでは89%が 5 cm以下であり、ピークは 2～ 3 cmで ある。
二次加工は縁辺部加工だけからなる。
f.AOB5層 石器群 との比較




馬場壇A6層、北前 5層、中峯CⅢ c層は点数も少なく、比較は難 しいが縦長鋼片の背面構
成などは類似 した傾向を示す。










発掘では 5層上面には川崎スコリア層 (通称バンバン)が のっており、この年代は約26.000～
















学研究会1977、 北橘村教委他 1986、 群,焉 県教委 1986兆
一方、二次加工技術については、宮城県では前期旧石器から平坦劉離の存在が特徴的である。例
えば、座散乱木追跡13層 では尖頭器の製作に平坦剣離が用いられ(石器文化談話会編1983、 図 12、
13)こ の技術は中峯 C遺跡Ⅲ、Ⅳ、lll層 (小ナ|1他 1985、 図74、 76、 82、 83、 88、 92)、 志引遺跡 7、
8、 9層 の石器(鎌田他 1984、 図20～ 28)、 馬場壇A遺跡 7、 10、 19、 20層 (東北歴史資料館、石
器文化談話会 1986、 図24、 25、 30、 37、 39、 43)な どにも見られる。特に中峯CⅦ層、馬場壇A
19、 20層 は現在日本で最古の一群であり、その頃からこの技術力況 られることは重要である。
さらに剖離面の長さと幅に企画性があり、長幅比の大きい押圧剖離に外見状近似する二次加
工を持つ石器も中峯C遺跡Ⅲ層 (小川他1985、 図76-402)、 座散乱木遺跡13層 (石 器文化談話
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図24 座散乱木遺跡 8層上面石器群の長 さと背面構成
Fig 24 Length and facet― composition of tools and
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図25 中峯C遺跡Ⅱb層上面石器群の長 さと背面構成
Fig 25 Lcngth and facet― composition Of tOOls and
stratum lb,Nakamine C site
表 8 座散乱木遺跡 8層上面石器群の背面構成と打面状況
Table 8 Facet―compositiOn On the dOrsal surface
and the kind of striking platform:fOr lithics
褒選温悪,思静
e surface Of stratum 8,
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flakes recOvered On the surface of
表10 馬場垣A遺跡6層上面石器群の背面構成と打面状況
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図26 北前遺跡5層上面石器群の背面構成と長さ
Fig 26 Length and facet― composition Of tOOls
and flakes recOvered on the surfacc Of stratuln
5, Kitamac site
表 9 中筆C遺跡Ⅱb層上面石器群の背面構成と打面状況
Table 9 Facet―composition on the dOrsal
ourface and he kind:Nakamine C site,
stratum Ⅱb
表11 北前遣跡5層上面石器群の背面構成と打面状況
Table ll Facet― composition on the dorsal
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詳細は梶原・阿子島 (1981)、 芹沢他 (1981)、 最近の研究動向は山田 (1986)を参照されたい。
この方法は現在世界的に定着しつつあるが、考古資料の分析例が増えるにつれ、自然による石
器の表面変化が使用痕分析の大きな限界として認識されはじめている。Vaughan(1985)の 分析





















a.パティナ (図版 323、 図版 4、 6)
岩石表面が風化により白色、時に褐色や青味を帯びる現象である。風化によって多孔質にな
った表面が光を散乱させるために自く見える。地下水によってシリカ質堆積岩の主な構成要素













発達 した埋没光沢は英語でglossy paina(ROttEnder 1975)、 gloss paina(Stapert
1976)、 sOil sheen(MOss 1983)等 と呼 Iゴ れる。ちなみに gloss、 sheenは 肉眼で見える光
沢に使われる語である。埋没光沢は肉眼で見えない場合でも、ほとんどの石器に多少とも生じ
ている。
この現象に pai naと いう名を冠 した人たちは化学的な形成因、 即ちシリカの溶解及び凹み
への再沈積を考えている。これに対 し、Vaughan(前掲 P,42-44)や Levi― Sala(前掲)は
実験により、埋没中の石器の移動によって生じる物理的なものと考える。もし、埋没光沢の主
要な形成機構が土による摩耗とすれば、使用痕光沢面の形成機構も摩耗であり、その特徴が主
に被加工物の硬 さ。粘弾性的性質・表面状態で決定されること (山 田1987)を考えると、理論
的に使用痕に類似 した埋没光沢も現れ得ることになり、かつ実際にそれは報告されているので




C.輝  斑 (図版 2-9～ 13)
石器にコーン・グロスに似た肉眼で見える強い光沢面が局部的に分布していることがよくあ
る。しかし必ずしも刃部ではなく、石器の背面の中央や稜付近にも見られるので使用痕とも思









告しているらしい (Hdmes,in press)。 筆者は超音波洗浄の際のビーカーガラスとの接触 で
も平坦なタイプが生じることを確認 した。したがつて、この種の光沢面には自然によって生じ
るものがあることは確かだろう。しかし、顕微鏡下で観察すると使用痕光沢面に極めて似た特
徴を持つものも存在する。 Moss(前掲)は これをG pOliShと して分離する (Gと はたまたま






部分の資料は暖めた塩酸 (10%、 1時間程度)で処理 した後、観察した。パティナと埋没光沢の
に 型  式 名 海 妊 刃 角 ミタイフ 備 考
1
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fは 平担(Flat)、 rは波】犬(ripply)の タイプ
表12 AOB
Table 12 Estimated function




3欠     身ラ
5層上面出土石器の使用痕と表面状態




















交する波状の線状痕をもつタイプである (図版 2-9～ 13)。
C.使用痕分析の結果
以上から、使用痕分析はかなりの限界を伴 うものとなる。ほぼ確実に使用痕と考えられるも
のが見られるのは次の石器である (図 27、 表12)。
No.11ま 急角度の二次加工を施 した一側辺(a)全体に強い摩耗面 (光沢面)力壻忍められる。タイプ
はE2で、線状痕は刃に垂直、背面の二次加工の稜線全体も強い摩耗を示す (図版 1-1)。 作
業の際に、背面側が被加工物に面して、この部分が強く接触 したためと思われる。背面側には
刃に平行な線状痕も見られる。反対縁lb)の腹面には、刃に平行な線状痕を伴 う光沢面力況 られ
る。Bま たはDに似るがはっきりしない (図版 1-2兆 背面では弱いので刃部再生の可能性がある。
No.2は一側辺に、平行する線状痕を伴 う、やや強い摩耗面を示す。埋没光沢が多いのではっきり
しないがタイプはE2(図版 3-17)、 部分的にDlの名残 りと思われるものもある。 背面側で
は摩耗が少ないので、二次加工は刃部再生の可能性がある。
No,3は一辺儀)に、平行する線状痕を伴 うE2な いしBの光沢面が見られる (図版 1-3)。 乾
燥皮または本の切断に使われたと思われる。この両者による使用痕光沢面は時として区別でき





られる。またもの部分、二箇所の劉離面の交点にD■ (主 に骨・角で出現)の 光沢面が点状に形
成されているが原因は不明である (図版 1-4)。
その他、No.6、 9、 18、 19に も使用痕光沢面の可能性のある摩耗面が認められるが、ごく部分
的であり、埋没光沢との関係で断定は控えたい。No.13は保存状態が良好だが、使用痕光沢面が

















る。この点を銀の蒸着膜の使用で解決できることを確認 した (山 田1987)。 銀の蒸着膜は過酸
化水素水による煮沸 (約 10wt%、 10分程度 )と その後のアセトンによる手拭 きで、岩石表面を
ほとんど損 うことなく除去できる。
図版 5は露頭採集No。 4に見られるAタ イプの使用痕光沢面 (コ ーン・グロス)と 、実験のそ
れをSE Mで比較 したものである。この石器は全体に中程度の埋没光沢が発達 し、保存状態が
良いとはいえないが、二辺にかなり発達 したAタ イプの光沢面が残っているのが金属顕微鏡で
観察される (図版 2-14)。 SEMの 画像では刃端に九味の強いAタ イプの光沢面の特徴をよく示
しているが、実験品に比べ表面がかなり粗い。実験品において、発達が弱 くてタイプの同定の
できない使用痕光沢面の特徴がSEMに よる拡大で同定される場合もあるので (山 田 前掲)、
風化 して金属顕微鏡では同定不能を光沢面をSEMで同定する可能性も考えられる訳だが、結
果としては、むしろ実験品との差異が目立つことになった。実験品でも画像の性質上、SEM
の方が金属顕微鏡より光沢面タイプの同定が難 しい (山 田 前掲)。 また、埋没光沢面も平坦な






銀蒸着法を使って水酸化ナトリウム溶液 (2M、 80℃ 、25.5時 間)で人工的にパティナが形成
される過程を、SEMにより同一箇所で連続 して観察 した (図版 3-23、 4-24、 26、 図版 6兆




























―――光沢面の範囲   pOlished area~~~弱 い光沢面の範l■l ttakly polished area
使用痕及 び類似 の光沢 (No6,9,18,19)の位 置  _→ 運動方向 dttectお n of movement
□ 写真番号 photo number
Distribution of use wear polish and uncerta�  ones(No.6,9,18,19)
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Fig 54-4         -100 μm
9-13 源斑 b�ght spot




cOrn g10ss and soil sheen
図版2 輝斑、コーン・グロス、埋没光沢
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図版 3 使用痕光沢面 (17～ 20)、 強度の埋没光沢 (21,22)、 コーン・ クロスの人工的パティナイし(23)
Plate3 Use wear polish(17-20),distinctive soil sheen(21,22)and artificial
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―…………10μ m sEM                 ~10 μm
24 コーン・グロスの人工的パテイナ化(23,26,29と 同試料 )
滅赫ユ手弊と題程注議I嗣 stelNeol







28b (Fig 54-陥.4)s cale bar=lo 
μm
図版 5 実験 (27)と 遺物 (28)の コーン・ グロス
Plate5 Experimental(27)and archacological(28)corn gloss
||キ









29b S E M _
図版 6 コーン・ グロスの人工的パティナ化












とする単純な見解もあるが (0ね &Keally 1986)、 これまで県内で調査 された 8遺跡におい
て時代を問わず、前期旧石器から後期旧石器まで類似 した様相を示し、AOBの ようにかなり











これらの石器は製作の点からは ① ある伝統の中で目的となる形態を目指 して作られる定形的
なもの、② 使用だけを目的に刃部や刃潰 し部分といった機能要素だけによって成り立つ便宜的な
ものとに分けられる (梶原 1982)。 この概念はL.R.Binfordに よるCurated(複 数の用途に使
用でき、将来の使用を見越 して製作され、何度も再生され、他の用途に転用される管理的)な




結果的には石材の利用可能度が Curatedな 石器と Expedientな 石器の割合いを決定すると考









行われたとしても、 砕片を除いて大部分の象」片類が不1用するために持ち去 られ (小林1986)、 ま
た成員間で分配された可能性が高く、痕跡は殆ど残らないと考えられる。このような石材の共
同利用の実例としては Lo Ro Binfordに よるオーストラリアのアルヤワラでの観察が貴重であ
る。そこではキャンプから数時間の距離にある採石場でまず粗割 りと石核調整、何枚かの石刃
の剥離が行われる。その石刃は特殊なナイフを製作するためのものだが、特に大事に刃こばれ













































③ ま と め








わせは東アフリカのオル ドワン石器群にも見られる (Toth 1982、 86)。  この石材の偏 りは11
d層の石器の少なさに由来するものであろう。




その結果、図30-1～ 5、 図31-6の石器の土は赤色が強く、その中に自色の粘土が混 じる事か

















1ld 2 3  E↓ 上
図28 AOB150-30区 1ld層石器出土状況
















Fig。 29 Lithc artifacts recovered on stratum lld,AOB
層 睫 器 種 長cln 幅cm 厚cln 重さg 汀面状態1打角 1背面構成 刃氣王
次
観末端形状 石 質 その他 i図肪
1ld層
] ノ ッチ /1/1/ / 珪質シルト岩 /
2 スクレ″f― 2.05 3.967 /1/1/ / 玉  髄 /
3 トー ン? 2.07 /1/1/ / 〔火山岩〕 河床礫








図31-7～ 13の 石器については110-40区、110-50区、道路際の攪乱土の 3箇所の可能性が
ある。
② 石  器 (図30、 31)
No l 尖頭礫器























Fig。 30 Lithic artifacts recoVered from fill,AOB(1)








Fig.31 L ithic artifacts recovered from fill,


















層 No 器 種 長cln 幅釦 厚cm 重さ9 肛面状態 打角 背面構成 刃角(三
八
獣 端ヽ形状 石 質 その他 図溺
り,土中
(11層 )
1 尖頭礫器 6.06 5,10 3.48 99.8 ワ
土 髄 化 し た
2 スクレイパー 3 04 2 26 0 89 / / )63 8■ 5 5 ヒ質細粒凝灰岩
3 石核 ? 5.61 2 55 1 62 23.9 / / / イ / 碧 玉
4 石  核 3.60 2.60 2.66 26 8 / ノ / / イ // 玉 髄
5 石  核 6 82 4.83 4 24 1367 / // / / / 流 紋 岩
6 劉  片 4 42 3 13 1 45 19 6 N N+4 , 玉髄 化 した
,卜 土Ⅲイ7層
7 スクレイパー 4 53 4.14 1 32 19.3 P l十 フェザー 珪質頁岩
8 スクレイパー 2 15 3,28 / / 2+N 雑  灰  岩
9
鋸 歯 縁
石  器 3.09 2.51 1,03 R(3) 1+4+ト くテップ? チ ャー ト
剣  片 は.01) (2.11) 0,751 / 1+? .46 7=L898 ン ジ シ ,レ ト岩
ll 剖  片 3.03 3.66 0,66 P 1+3+4 ェザー? 細粒疑灰岩
12 剰  片 4 73 3.60 1 05 14 7 点メ犬 // 1+2+N フェザー






























3。 青葉山遺跡 E地点 (AOE)の発掘調査
(1)発掘調査の経緯
東北大学理学部化学科棟の南側に化学機器分析センターが建設されることになり、この地が
AOB(青葉山遺跡 B地点 )の隣接地と判断されたので、事前調査 を行 うことになった(図 32兆
昭和59年 6月 19日 、本調査に先立って地下 3mま での試掘調査を行った。その結果、AOBの
第10層 までの地層の対応関係が明らかとなり、調査の必要性がさらに裏付けられた。
本調査は昭和59年 9月 25日 に開始された。調査面積は、建物部分と余掘 り部分で 400∬ であ
る。調査範囲にグリッドをくみ、東西軸を西から1,2,3,南北軸を南からA,B,Cと 呼称する。
基本的に7b層上面まで全面発掘 し、その段階で等高線をとる (図33兆 その理由はAOBで 5
層上面も合めて後期旧石器時代までの文化層が広範囲で検出されたからである。さらにBラ イ
ン上に深掘用 トレンチを設定 し、青葉山段丘礫層までの発掘を行った (図 34)。 これはAOB
lld層上面で石器群 (前期旧石器 )が検出されたので、旧地形から判断して、 トレンチを設定
した比較的平坦面を残 しているこの場所で、人類が生活していた可能性があると考えたからで
ある。最後に地層断面を接状象」離を用いて保存することになった (第 Ⅲ章-8兆
確)層   序












土層断面を見ると第 2層 にまで達 していることからB,P,1万年前後の間に起こった地すべり



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































掘 壁 真 掘 上 写 掘 検 ｍ 掘 げ



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































13e 14ど15b 16 b
図35 AOE土層断面図及び注記表
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層 名 上 色 土 江
明褐7 5YR5/6 砂 悩 土 風化帯。粘性強 く、 クラック状 に割 れる。砂 多 く石葵粒 含む。
上部 責褐 10YR5/6 ンル ト質ホど土～砂 下部 は一見青砂層(厚平均 5 cln)。 青砂層に自色粒混 じる。部分的にオリープ色の砂の集中部 あ り。
卜部 オリーブ 5YR5/4
8 種 7.5YR6/ 発 泡 し た 稚 る ミス
黄禍 10Y R〔 シ ル によるMnの
褐 10YR 4/6 ン ル ト 不占 Jし 分々 曾ひ、栖性あり、 しまり
褐 7.5YR4/6 ン ル 米占Jし 10a層下部。暗部。 Mn粒 多い、 しま りやや悪 い。
赤褐 5 YR4/8 砂  質 電 土 i至JェP。 砂 ア ロ ツ ク 、 赤 色 岩 片 多 く iO b辱 と 混 り 合 う 。 I● 性 あ ま り な い 、 空 ゲ キ ロ
赤欄 5 YR4/6 砂  質 省 土 1la層 と1lb層 の漸移層。ややしまりなく砂 が柏土 に混 じつている。1laより砂・Mn粒少い。
Y民 4/6上より明 砂  質 翡 土 楢性最 も強 く日色岩片・砂小 々含む。小 Mn租多い。特 に柏土化進 む。
所載35 YR4/R Mコ で ヽ々 り に
褐 7.5YR4/6 砂 土 Mれ粒 多 し。粘性あり、灰黄色粘土プロックを斑状 に含む。14～17層 よりMn粒大きい(最 大 5 mln)
赤褐 5 YR4/8 砂  質 土 13a層 とほぼ同 じ。赤色の柏上部分増 える。柏性 aよ りあり、 しまり不良。
赤褐 5 YR4/8 土柏 砂粒看干 如 ック舛大に含ひ、 さらに柏性増す、貢色柏土 (明褐7 5YR5/6)の紬剪大斑 がある。
層 名 上 色 土 性 注
褐 7 5YR4/6 粘 土 最 も柏土 が多 く責色網状 の柏土増す、 しまり最良、マ ンガン粒ふ える。
責褐10 YR5/8 砂 暫 ロ ー ム +砂碑 盈 習 瑠 ■ざa蓼 挙 警 ガ 弊 二 巧 。 上 EI Sに 小 簾 、 卜 部 砂 。
4-15ィ 橙 2.5YR6/8 ル ト腎 粘 土 あり。歌質であるハ L面 は不鶏則/F渡状、1415b層 と徘層不可能な部分がある
l 7 5YR5/6 紗
5 YR6/8 ン ル ト資 枯 二 翠 雪 4喜 堅 る が 、 や や 貢 色 味 を 帝 び 細 秒 の 合 有 が き わ め て 多 い 。 西 部 で は 砂 多 く礫 層 付 近 で
17 ど 風  化  礫  層 得 聖 こ i CInの 礫 の 条 合 マ ト リ ン ク ス は 破 砕 礫 成 囚 の 粒 砂 、 安 山 岩 一 流 廠 岩 系 ラJの 層 れ 礫 マ ン ガ
注 1 1la～ 1ld層は総じてMn粒・岩片・砂,破砕石英粒を合む、赤色風化帯である。砂を最も多く合む上部の■a層 から下部の■d層 にいくに従い粘性の強
いンルト質粘上の割合が多くなり、明度も高くなって、暗赤～明黄赤色へと移行していく。しまりは1ld層 が最も良く1la、 1lb層はややボソボソした












茶碗 (ぃ わゆる飯茶碗)(図 36-1、 図版 9-① )
口縁部が欠損するものの器形は端反り型の磁器である。摺絵 (注 2)によって外面に扇文と内面
に見込み文の文様がある。摺絵は江戸時代から用いられているが (田 口 1985)、 器面全体にわ




皿 (図36-2、 図版 9-② )
内面に幾何学的な文様があり、釉は白く濁ったマット調の石灰釉である。仙台城二の九出土
資料と類似し (東北大埋蔵文化財調査委員会 1985)、 平清水産か切込産であろう。
その他 (図36-3～ 6、 図版9-③～⑥ )




(高橋 1977)。 茶碗は幕末から明治初期の製品と考えられる。1号濤からは1層 より型作 り
の外
(鉄釉 )や染付と赤絵の茶碗 (図 36-6)、 染付で鶴亀を描 く壷 ?、 染付
の急須の取手 (図36-
5)、 青化粧の掻き落とし笹竹文の小形茶碗 (湯飲み)(図 36-4)、 土師質の内外面黒色
の瓶か
壷の細片が出土する。これらの時期は、第 2次世界大戦以前の昭和年間と考えられる。金属製
の用途不明の輸 (図 36-7)も 出土 している。 (大 場 拓 俊 )
② 旧石器時代の遺物
土坑3の埋±2層 から長さ、幅とも3mm程の二次加工か刃部再生象J片 と考えられるチップが
出土している (図版12-4)。 迪時の年代から見てこれは旧石器と考えられる。 (梶 原  洋)
注 1,摺絵は筆描 き以外の印刷技法による絵付け(E「 版)の 一技法で、型紙絵付け招込とも呼ばれる。
注 2,大場二郎氏より教授
♀  I  I  I  I  旱
m
番号 遺  痛 種 別 器 形 残存ヨ 胎 土 成形 調整の特徴、文様 釉 薬 売成 備  考 時  期 産 地 図  版
1 攪   乱 磁  器 茶  碗 S 灰rl色 75Y8/】 扇文の招給 透明釉 灰白色 N85 明治 夫正 9-(り
2 攪  舌L 磁  器 皿 灰rl色 7.5YRyl 石灰釉 灰自色 NO/2 明治 夫正 平 清 水
3 攪   乱 薩  器 鉢 ? SS 灰Fl色 N90 と明釉灰白色30PBV 瀬戸 肥前
攪  舌[ 施釉陶器 半筒形湯る S 灰Fl色 2Y9/5 青化粧土→掻落し(笹竹文 透明釉灰自ζ NO/O 昭和 瀬戸 肥前
5 歳I埋■1層 磁  番 灰Fl色 75Y8/1 ロクロ成形 透明釉灰自色 N9Ю 顆戸 1巴 前
I埋■1婚 骸  器 茶  碗 S 灰白色 75Y3/1 縞文(染付と下絵赤色) 透明釉灰自色 N9/0 慣戸 1巴前
N9/0は 、色名小辞典
図36 AOE出 土遺物及び属性表
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図37 AOE2層上面確認遺構平面図







ある。しかし、① 当地で縄文の包含層となっている (黒色)腐食土などが一切混 じらない、②土
坑内の埋土はすべて火山灰起源粘上であり (土坑 2:3層 に近い、土坑 3:3層 。4層起源、土
坑 4:4層 。5層・6a層起源)、 したがって元来掘 りこみ面は 2層上面ないし3層上面である。




























S  上坑 3
N
図38 AOE旧石器時代の上坑




冒名 土 色 土  質 粘  性 し ま り 合 有 物 備 考
I 4Bt7.5YR4/6 シルト質粘土 な し な し 愛島がミス起源の岩片少量
ク ラ ック多数入 る。
基 本 層 3層 に近 い。
tlt7.5YR5 5/6 や や 不 良 同 上 クラック入る。基本層3層 10とい。
皿 明褐色■5YR5 5/65
Ⅱ層 よ り
若 千  チ曽 や や 不 良 岩 片 の合有少、均質 クラックの入り方少ない。




あ しまり不良 岩片若干 含 む IFそ IFそ している。
V 明褐色盈5YRツ 6 同 上 しまり不良 岩片含まず、均質 同 上
②土坑3(検出面:6a層上面)
膏名 土 色 土  質 粘  性 し ま り 合 有 物 備 考
I 暗IBt 7 5YR5/6 シ  ,レ   ト あ り あ り 炭化物極少 基本層3層 あるいは4層に近ヽ
暗褐色7 5YR5/6 シ  ,レ   ト あ り I層 よ り∃野 炭イ
`物
極少 同 上 チ /プ 1点出土




目野 炭化物極少 同  上
Ⅳ 鴫静3t75YR5/6 ン  ,レ   ト あ り I、  Ⅱ 層と 同 程 度 炭化物・石英極少 基本層 5層 に近い。
V 暗褐色7 5YR5/6 ン  ,レ   ト あ り
Ⅳ  層  と
同  程  度 石英極少 同 上
Ⅵ 褐色7 5YR4/6 粘土質シルト 離鼈
V層 よ り
3資 石英極少 同 上
③土坑4(検出面:6a層上面)
習名 土 色 土  質 粘  性 しま り 含 有 物 備 考
I 明褐色7 5YR5/6 シルト質粘土 普 通 少 基本層 4層起源
Ⅱ 明褐色7 5YR5/6 同 上 少 基本層 5層起源
皿 明褐色7.5YR5/6 同 上 弱 弱 少、青色岩片合む 基本層6b層起源
即 明褐色7.5YR5/6 同 上
Ⅲ層 よ り
目駁 少 基本層 5層起源
V 鵡騨轟(ヨ 7 5YR5/6 同 上 若干強 普 通 少、自色剰中と青色剥キを合む 基本層6b層起源
表14 AOE旧石器時代土坑の埋土注記表




























冒名 土 色 土 14 軒 徴
10YR4 5/6 シルト質ローム 看十粘性あり、しまり怒tl。 丞不層9も しくは10層 に無似
Z 10YR4.5/6 責栂色 ややシルト質ローム 粘性あり、13層の砂質大山仄のブロックを合む。
3 7 5YR4/6 栂色 シルト質ローム 1、 2よ り赤い。しまり悪く軟らかい。基本婚■、12層 に類lllし 、13婚の秒質火山灰を合も
4 10VR4/6 褐色 ローム 黒っぽい。しまり悪く、非常に秋かい。格性あり、炭fヒ物刈ヽ粒を含む。
5 10YR 5/8 責褐色 シルト管ローム 白っぼい。粘性は少ないが、しまりよく、やや硬い。基本層の15層 に類似。
6 10YR 5/6 貢褐色 ローム 駄らかく、粘佳強し。水分を多く含む。懸本層16、 17層 に銀似。
7 粘 土 質 ローム Xhtつよくしまりよし。やや破い。丞本層16、 17層 に期以しスコリアを含む。
図39 支倉遺跡B地点の陥穴状土坑 《(手塚・小川 1980よ り転載》




① 宮城県川崎町支倉遺跡B地点 (手塚 均・小川 出 1986)(図 30























図40 木の根遺跡の陥穴状土坑  《(宮 1981)よ り転載》
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図41 広野北遺跡の陥穴状土坑  《(山下他198の より転載》














報告者の宮重行 も「ローム堆積後まもなく構築された遺構であることを示唆 している」 (宮重
行、1981 p.210)と 述べている。 これらの土坑は舌状台地の縁辺部 にまとまって分布 してい
るが、酉己列が直線白勺になることはなく、あえていえば弧状 をなしているようにも見える。これ
らの土坑には木炭片が共通 して含まれており、火を利用 した陥穴の使用との関連 を報告者は考
えている。



















旧A型 は瀬川分類 (1981)の BⅣ型











50    100    150   200長 軸 Cm
図42 旧石器時代陥穴状土坑開口部の大きさ

















(1983)に基づけば、 I類 (木の根遺跡)、  Ⅱ













































くに切 り合い関係がない場合が多いので、困難な場合が多い(今村 1983兆 神奈川県霧ケ丘遺跡
の場合、縄文時代早期後葉の茅山式期には、図43の型式の土坑がほぼ出揃 うらしい。E型の出
現年代が切合い関係の上でA型、B型 より古いという考えかたを現在でも今村はもっている
(今村 1973、 1983)。 底面に杭肋はないが、 形態上 AOE、 支倉、広野北 (2号 )の 旧A型は







Fig.43 ClassificatiOn Of the assulned pitfalls
in the KirigaOka site
図45 沼原A遣跡陥穴状土坑分布図
Fig.45 Distribution of assumed pitfdls in
thc Nulnahara A site
・・ I類
図44 上ノ台遺跡陥穴状土坑分布図
Fig.44 Distribution of assumed            100
pitfalls in the Uenodai site
Fig.46 COmparison in the size Of      50
pitfalls bet、 veen the Nurnahara
A site and the Uenodai site








宮城県内では上ノ台 (図 45)、 沼原 (図46)、 などB型 (今村分類の杭のないもの)を 主体 と
しているが、構築年代は縄文時代中期から晩期にかけてである。大きさはAOE、 支倉B遺跡





対 してほば直交する(斎野分類のⅢ類 1種 )。 霧ケ丘F型 は丘陵における平坦部の縁辺に配列 して
いる(斎野分類の1類 1種 )。 したがって、配列の点においても縄文時代の陥穴状土坑と旧石器時











1_Ⅲ Ⅲ ,中 」φ
図47 函館空港第4地点 (左 )と 荒屋Ⅱ遺跡 (右)の陥穴状土坑分布図 《(函館市教育委員会 197の 。
(岩手県教育委員会 1980)よ り転載》
Fig.47 Distribution of assulned pitfalls in the Hakodate Airport site.





50             100 150            200 250            300cln 手鵞車由
図48 荒屋Ⅱ遺跡陥穴状土坑の開口部の大きさ













中野A遺跡の陥穴状土坑の開口部の大きさ    長軸










100        150        200        250        300        350        400        450on
図50 函館空港第4地点の陥穴状土坑の開口部の大きさ        長軸
in the sizc of assumed pitfallsithe Hakodate Airport Site,LOcation 4
霧ケ丘でAOEと 支倉遺跡 B地点の陥穴状土坑と大きさの上で近いのは霧ケ丘C型 である。
C型は、深さの上でも50～ 100cmと AOE、 支倉追跡 B地点例に近い。縄文時代中期以降の例で








アフリカの民俗例に類似 しており (今村 1983)、 さらに土坑底面に杭の痕跡を留めるものもあ
ることなどから、陥穴としての機能をもっていたと推定されている。今後土坑内から動物遺存





















アフリカの陥穴の場合 (今村 1976)、 イノンシとスイギュウ用の陥穴は、動物の大きさを十分











坑の存在を想定 した発掘調査が必要 とされる。 (佐 川 正 敏 )
4.青 葉山遺跡 F地点 (AOF)の発掘調査
(1)は  じ め に
当該地区は青葉山遺跡B地点 (AOB)に 隣鞍 している。理学部、薬学部の厚生施設のため
の除害施設を建設することになり、昭和58年 10月 14日 ～27日 まで事前調査を実施 した。青葉山
に所在する埋蔵文化財としては最初に調査された遺跡となった (図51兆
偉)調 査 方 法
理学部、薬学部厚生施設の南西部に接して東西12m、 南北10mの広さを持つL字状の発掘区
を設定した。軸線は建物に平行しており、南】しの線はN13° 44′ Wである。発掘区は3× 3m
の小グリッドに細分し、東西方向を1～ 5、 南北方向をA～Bと した (図51・ 52光 厚生施設
建設の際に盛土がなされていたため、機械によって排除し、それ以下は手掘りによって調査を
進めた。一部は礫層まで掘り込んでいる。
13)層     序
盛 り土層を合めて10枚の層が確認された。AOBと の比較では 2層 が 2層 に、3a・ 3b層 が




)出 土 遺 物
遺物は全て旧石器であり、その他のものは発見されていない。以下に各層ごとに記述する。













された可能性もある。                         (梶  原   洋)
図51 AOFの調査区 (調査区内の数字は礫層上面の標高)











































































































































































































































































































































有効である (蟹沢 1986a、 橋本・斉藤 。千葉 1980)。
岩石の微量成分をもとにその産地を同定する理化学的方法には蛍光X線分析、原子吸光分析、
放射化分析 (鈴木 1977、 箭otton and Hendry 1979)な どがあるが、これらによる産地同定は
① 殆どの分析が試料の破壊を伴う、 ② 火山岩系の岩石に対してのみ有効であるという二つの
大 きな特性があり、我が国ではサヌカイ トや黒H程岩に関 しては有意義な成果をもたらした (東
村、藁科 他 1984、 井上 1986)。 しかし東北地方のように石器に堆積岩である頁岩を多用する地
方においては、まだ有効な分析方法が開発 されていない。またこれらの産地同定法によって明
らかになるのは「原産地」であって、広い意味での「供給地」ではない。例 えば、ある石器の
石材がある分析 によってその原産地 (露頭)を特定 されたとしても、その原産地 を含む山系、水
系といつた場所すべてにおいて同種の岩石は採取可能である。このように石材 と「供給地」は
石器製作者が自身で岩石 を直接採取 したにしろ間接的に手に入れたにしろ、目的とする岩石が
採取可能な場所という意味で原産地 (岩石露頭)と は区別され、遺跡 をとりまく段丘礫層の露
止
B 地  点 F  地   点




安 山 岩 1 1? 2
黒 口窪 岩 1 1
ユ l






珪 岩質 頁 1
岩ト 3 3
珪  質  シ ル  ト 岩 1 1
チ トヤ 3 3
め の つ 1 l 2

























Table16 ReLtive frequcncics of lithc ra、v lnaterial for lithc industries
from AOB and AOF
D.チ ャー ト 生物岩および化学的沈澱岩。硬 く級密で珪化度が強く、多様な色調を呈する。














① 調査方法 グリッド法による。 lm× lmの枠内の表面にある礫のうち直径5cm以下のものを
除いて、全て採取 した。岩石はハンマーで割 り、フレッシュな面をルーペで観察 したうえで、








③ 調査結果 (図53) 最下流 (E)澱橋下流地点とやや上流のlDl牛越橋上流地点は岩石の構成が
ほぼ同じである。全岩石の75～85%を 占める安山岩質玄武岩は三滝玄武岩 (図53-Ⅱ 採石場附























A.存在する可能性が高い岩石 → めのう、玉髄 これらは岩体の隙間に発達する Si0 2
の集合体であり、最も普遍的に存在する岩石の一種といえる。広瀬川でも以前は採取できたが、
風化に強く美しいため、人目につき採取されやすく、しかも量的に少ないことから今回のよう

















































































凝 灰 岩 類
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注 2.井上真理子氏の同定による (井上 1986参照)。
6.青葉山遺跡各地点の採集資料
青葉山からは今回発掘調査 したB、 E、 F地点以外にA、 C、 D地点があり、山全体が一つの
大きな旧石器時代追跡 と言えよう(図 1)。 今回の報告書を公刊するにあたり、これまで採取さ
れた資料を紹介したい。
1.A地点 (図54-1～ 3、 図版14-①～③ )
昭和43年、青葉山でも最も標高の高い青葉台から珪質頁岩製の石器が 3点表採された。No l
のナイフ形石器の県内での類例は少なく色麻町除遺跡 7層 の資料が知られるにすぎない (東北
歴史資料館1981)。 No 2は スクレイパー、No 3は 石刃である。





3。 C地点 (図55-8～ 10、 図版15-③～⑩ )
東北大学理学部から宮城教育大学を過ぎて数百m行 くと、右側に財団法人金属博物館があり、
道路を扶んだ正面は青葉山ゴルフ場の敷地に続く露頭である。その崩壊土中からNo 8の 局部磨
製石斧とNo 9。 10の 剣片が発見された。石斧は珪質凝灰岩製で片面自然面の劉片を素材として
周辺に剖離を加え、末端を研磨している。No 9の 剣片は珪質頁岩製、No10の 祭」片は珪質凝灰岩
製で、後者は付着した土から赤色風化部分からの出土と推定される。 (梶 原  洋 )
層 陥 器  種 長cm 幅cm 厚cm 重さ9 打面】犬態 打 角 背面構成 刃角
(三
次
獣木端形状 石 質 その他 図  版
AOA
(表採 )
l ナ イ フ 12 92 3 35 R(4) 1+4 フェザー 珪質頁岩 14-①1383と47
417± 24
スクし々 ■ / / / 586■ 87 フェザー 珪質頁岩 14-③
石  刃 11 1 3 75 つぶれ / 1+3 フェザー 珪質頁岩 14-②
Ｂ
層Ａ。願
4 スクレイパー 6.52 3.55 / / / 珪質頁岩 14-④
二次加工ある
割     片 3 83 2,50 / / // 375± 43 珪質頁岩 15-⑤
剖  片 つぶれ / 1+2+3
41
フェザー 黒 罐 岩 15-⑥




石  斧 / / / 端70° と64 凝 灰 岩 15-③




ま」 片 N N+2 572と 106 フェザー 不   明 15-⑩




Table 17 Attrお ute table of lithic artifacts colleced frOm the














































0                  5 cm
図55 青葉山遺跡各地点採集の旧石器 (2)  :二為 巨重駕動記批:
Fig.55 Surface cOnection from he Aobayama site(2)
→
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中部は内湾の海成層 (砂・シル ト)、 上部は河川ぞいの自然堤防堆積物 (礫 まじり砂 )、 その








て詳林田に解明されるようになり、今日では、下位より、綱木層 。三滝層 。亀岡層 。竜の回層・
向山層・大年寺層・青葉山層・愛島火山灰・永野火山灰及び諸段丘堆積物に区分されるように
なった。これらの地層の分布は地質図に示す(図56兆






層 中 の 主 な 貝 化 石 は 、 Aη9Jα Tα η,陶ん9ηdJs(otsuka),α 力 υη 9TJs ηαιvηOT'92s,s(Nomura and
Hataitt P′αcορ9cι92 αんれο9ηd,s(Masuda),Cん あηys(Ch.)η力αιοんοθηsJs ηαιsvη OT'(Nomura
and Hatai),Dο sttjα んαη9んαTαJ(半�oyama),PjιαT Jιο,(Makiyama)な どである。










本層上部には 3～ 4層の粗悪亜炭が換在している。本層には、αttιοdι TObαs 92Topaθtts Hcer,










が、 とくにDοs力Jα ιαιs220ん傷ι,9ηd,s Nomura,FOTι ,p9oι 92 ιαんαんαsんJ,(Yokoyama),429Jα Tα
朋svηOん2ι
'9η








5)向  山  層
全体がさらに、北山部層・広瀬川凝灰岩部層・八木山部層に分かれている。






 S9ηρ9Tυ JT9η s EndOや νttα d9ヶ
αοJα jttο η,cα Mkiな どの毬果や枝葉が多い。
(ii)広瀬川凝灰岩部層
仙台市澱橋下流広瀬川左岸一帯を模式地とし、仙台市街地の段丘・丘陵地一帯に分布して
いる。本層の主部は浮石流凝灰岩で、その厚さは 7～ 8mで ある。浮石流凝灰岩は石英安山








(�)八 木 山 部 層
仙台市青葉山一帯に模式的に発達する。凝灰岩・凝灰質砂岩・凝灰質シルト岩の不規則な
互層からなり、数枚の工炭層が扶在する。中部には厚さ70cm程度の粗粒凝灰岩と50cmの細粒




















最下部に亜炭層が挟在することもある。本層からは A2材α″α cf.αttca′α(Yokoyama),Dο s力 ,α





























































































































































































































































,)永 野 火 山 灰
村田町永野付近を模式地として、蔵王火山東～北東麓から仙台市南西部付近に分布する。青






真 鍋 健  ― (福島大学教育学部)
石器が出土した面の約20ポ の部分から火山灰試料を採集 し、残留磁化の測定を行った。試料













大半の部分は 2～ 4× 105G程度の磁化強度を持っており、その方向もほぼ北を向いているが、
一部に周辺に比べて特に強い (3～4倍)磁化をもった部分がみられる。 しかも、それらは図中
に太枠で囲ったように2つ の部分に集中しており、そのうちの特に西側の部分では枠内の磁化
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0          1m
図57 AOB5層 上面における残留磁化ベク トルの水平分布と石器群
Fig.57 Distribution of the Thermo Remnant hlagnetism vectOrs and lithic artifacts On the
月l                    Surfacc of stratum 5,AOB
lo      つO      a0      40rn T
図58 サンプルの交流消磁実験結果









も新しく2万数千年前よりも古いとされている(板垣 ら、1981)。 8層 の愛島軽石は宮城県川崎
町の安達付近が噴出源で (板垣、1985、 蟹沢、1985)、 年代は約10万年前 (Ar� ,1986)や 、
約 5万年前～約 8万年前とされている(第 皿章 5,6・ 7参照)。
仙台周辺に分布する火山灰による区分では、 1層から4層 までが永野火山灰、 5層から8層
までは愛島火山灰、13層 以下が二つ沢礫層とされた(Ogawa et.』 ,1985)。 旧石器は3層 、 4
層、 5層 および1l d層 から検出されている。
青葉山遺跡B地点土壊の土色、粒径組成を表18に示した。また表19に は青葉山遺跡E地点土壊の
土色、重鉱物組成および磁鉄鉱の化学組成を示した。なお、両遺跡土壌の層序は対応 している。
粒径組成は、 8層 の愛島軽石層が SiCL(シ ル ト質埴壌土 )で ある他は、 Hc(重埴土 )あ
るいはLi C(軽埴土)と 粘土 (0,002mm以 上 )合量が多く、砂 (2～ 0.02 mm)含 量が少ない。
とくに11層 は粘土が60%以上と非常に多い。このことは、両遺跡土壊の母材の多くは細粒なテ
フラを主体としていたこと、そして長期間地表風化を受けたことをしめしている。
土色をみると両遺跡 とも11層 、とくに1lb層 と1l c層 は赤味が強い。またE地点では13層 と











粗 径 組 成 ∽
土  性 備 考
粗 砂 細 砂 シル ト 粘  土




7 5YR45/6 -28- LiC ,II山奇ス コ リア
6 7.5YR5/6 -37-
7 7 5YR45/6 -26- HC
8 7 5YR6/6 -26- SiCL 愛島軽石
9 7.5YR6/4 -18- HC
7.5YR55/8 -18-
5 YR6/8 LiC トラ斑
5 YR5/8 6 HC
5 YR5/8 4 6
5 YR5/8 l 9












7 5YR5/8 9 石英安山岩





6 96 3633 5.4
5YR4/8 6 1 6 66
lc 5YR4/8 7 1 3 3322
6.25YR4/8 l 3273
7 5YR5/8 l 3022
5 Y R4/8 6 1 l 2839
5YR4/8 7 1 6.89 2957






Table18 DescriptiOn of sediments in AOB
※;8a,8b層 は、 8層 を大山仄主体部 (8a)で軽石主体部 (8b)に わけた。
※※;Hy― シソ輝石,Au―普通輝石,Ho―角閃石,Op―不透明鉱物
Zr~ン ルコン
表 19 青棄山追跡 E地点の上壌 懸
Table19 DescriptiOn Of sediments h AOE
※;二枝、庄子 (1984)
表20 愛島および熊野堂軽石の重鉱物組成 と磁鉄鉱の化学組成
Table20 COmpositiOn of the heavy minerals and chemical composition of magnetite:
Medeshima and KumanOdo Pumice
軽 石 名
重鉱物組成 (0,1～O mml 磁 鉄 鉱 の 化 学 組 成
岩 質
_斧残 |%聖 Fe∽ Ti∽ Znppm V ppm 謎
愛 島 ※ 8 l>
熊野堂―Pl(青葉台 l> 61.16 7.60 1079 1558 157 流 紋 岩
(坪 沼)









図59 強磁性鉱物のV― Znベル ト
Fig.59 V― Zn belt of hgⅢ y magnetic minerals









ラの同定や岩質の判定にも極めて有効である (Shoii et.a1 1976)。 E地点土壌の磁鉄鉱の
Fe含層は7b層 と8a層 が66～68%である他は、12層 を除 き全て60～ 62%でありTi合量は前者の層で
3～ 4%、 後者は 6～ 8%で ある。V含量も前者が1400ppm～ 19ooppmであるのに対 し、後者は
3000～ 4000ppmで ある。Zn合量は700～ 100oppmと 土壊間での差は少ない。図59に はV― Zベ
ルト上にZn/Fe+Ti値 とV/Fe+Ti値 をプロットした。 7b層 が流紋岩質である以外はす
べて石英安山岩質である。 また、同じ石英安山岩質でも8a層、 9～ 12層、13層 の 3つのグル
ープに区分できる。
次に重鉱物組成と磁鉄鉱の化学組成から既知の愛島および熊野堂の各テフラと青葉山遺跡 E




で仙台市青葉台と坪沼における熊野堂軽石 (そ れぞれ図表中のPlお よびP2)の重鉱物組成と
磁鉄鉱の化学組成を表20に示した。これによると、熊野堂軽石の磁鉄鉱のFe、 Ti、 Zn、 Vの
各含量は9層 ～13層 のいずれの土壌のそれらの値とも異なる。さらに、図59で示されたように
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佐 瀬   隆 (盛岡第四高校 )
分析試料18点のうち古環境解析に充分な植物珪酸体が含まれていたのは上位層位の 3, 4層
の 2点のみであった。 5,6a,6b,7a層 には、植物珪酸体が、結構含まれているものの溶食
が著しく、タイプの決定が難しい。 8b層以下は植物珪酸体含量が極めて少ない。






























































蓄積線量を求める。図60は 8層 (給源 )の熱発光曲線が代表として示されている。図の中のN
の曲線は火山灰中から取 りだした石英粒子をそのまま加熱したときの熱発光曲線であり、N+
5,000、 N+lo,ooOの曲線は、上記の石英粒子をコバルト60の照射装置で 5,000ラ ド、10,000ラ






得られた蓄積線量を試料が 1年間当り受ける放射線量 (年間線量 )で割ることによって求めら




















8層 (青葉山) 8,600 2,000 10,600 0 085 0.080 0 165 64,200
8層 (給  源) 8,800 11,200 0.090 0 085 0.175 64,000
lld層 48,400 49,600 0 140 0.125 0.265 187,200
12層 41,600 5,600 47,200 0,120 0 115 0.235 200,900
表22 青葉山遺跡 B地点のTL年代







図60 青葉山遺跡 B地点 8層 (愛島軽石)の熱発光曲線
Fig.60 Glow curves fOr stratum 8, AOB
6。 青葉山遺跡B地点の火山灰のESR年代























H.Takamiya and S,N ishimura(1986)7と 同じ方法で得た。 具体的には、ふるいに分け、
電磁分離、酸、アルカリ処理などである。直径74ミ クロンー 150ミ クロンの石英200ミ リグラ
ム
の小試料を数個ずつ用意 し、ESRに よるTD測定用試料とした。ESR測定は、液体窒素温度
においてXバ ンド電子スピン共鳴装置 (」 ES一 ME 2X、 磁場変調100キ ロヘルツ)を用いて行














Fig.61 ElectrOn Spin Resonancc(ESR)signals of quartz frOm he Medeshima
Pulnice9 AOB;befOre(a)and after(b)irradiatiOn
0          50
gamma ray dose rkrod)
100 0             50
gammo roy dOse rkrod)
図62 人工 γ線照射による石英中のAを中心,Ti中心のESR信号の増大
rk料はa.青葉山違Frt B地 点、もJII崎町安達の噴源地から採取した愛島軽石
Fig.62 An increasc Of the ESR signals in Aゼ center and Ti center Of quartz after












































試 料 採 集 場 所




Al中 心 Ti中 心 Al中 心 Ti中心
青葉 山追跡 B地点 0 165 68,000 83,000
川崎町安達の噴源地 0.175 56,000 54,000
注、年間線量は奈良教育大学の市川教授の値を用いた。
表23 愛島軽石のESR年代
Table23 Electron spin Resonance dates for MedeshiHla Pttmice
《引 用 文 献》
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207, 977-979.
3, Sato■  (1982)E S R dating of planktonic foraminifera,州α才2ヶ● 300,518-521.
4.  Ikeya M. and Ohmura K.(1983)Comparison of ESR ages OF corals at marine terraces With 14c
and 230Tv240u ages,Eα TιんPJαηをι.Sc,.L9ιι¢″s,65,34-38.
5. Ikeya M. and Ohmura K.(1984)ESR age of Pleistocene shelis by radiatiOn assessment,
G?ο cん9婉.工,18,11-17.
6. Imai N.,Sh� okEwa K.and HirOta M.(1985)ESR dating of volcanic ash,Naι 2Tc 314,81-83.
7.Takamiya H.and Nishimura S.(1986)Thermolulninescence ages of some volcaniclasic materials,




輿 水 達 司
(北海道大学理学部地質学鉱物学教室)
仙台市およびその周辺に分布する愛島火山灰層 (愛島テフラ)は大量の軽石層・石英粒・火山













今回のフィッション・トラック法による年代測定では、ジルコンの外部面 (自 然面)を 用いたre―
et ch法 を採用した (KOSHIMIZU,1981)。 実験手順は、鉱物分離、テフロンマウント、エッチン久
熱中性子照射、自発フィッション・トラック計数、再エッチング、誘発フィッション・トラック計数、
熱中性子線量測定の順に行った。 ジルコンのエッチングは、KOH(11.59)と Na OH(89)の共融
液 (GLEADOW et al.,1976)を 用い、240℃ で25～40時間行った。 熟申性子照射は立教大学原
子力研究所 TRIGA Mark Ⅱ回転試料棚 (力 ≒5× 101ヽ・sec l・ cmη)を用いて行った。 熱中





いてはそれぞれ 5。 79× 109n fl、 348を 用い、年代値の誤差については計数誤差として、






NO.Of      Ns        Ps        Ni        ρi         φ        Age
gra� s   ttrack9  (tracks cmつ   Oracks) ⊂racks c√う 舘eutrons cm 2) (M→
2                     5          14
314            19          3.81x10         8081         1.62x10       5 52x10      0.08=LO.02
表24 愛島軽石のジルコンのフィッション・ トラック年代 Ps:自 発フィッション・トラック密度
ρi:誘発フィッション・トランク密度
φ:熱中性子線量
Table 24  Fission truck dates fOr zircOn from the Medeshima Pumice
《文   献》
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輿水達司,1986:,馬 場壇A遺跡の大山灰のフィッション・ トラック年代.『 ,碍場壇A遺跡 I―前期旧石器時代
の研究―』東北歴史資料館・石器文化談話会,133-138.
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8.土層断面の接状最」離および表面処理について







土層断面を追跡から分離 し保存する方法として、接状象J離やいわゆる「 羊羮切 り」などが行
なわれている。「羊羹切 り」は発泡スチロール系の樹脂で貝層などを固めて、10cm位 の厚さで
切 り取る方法である。接状劉離は、最初西 ドイツで開発され、地質学の分野でさかんに用いら
れている。ニ トロセルロース樹脂 (ニ トロセルロース・ラッカー )を 使用することからラックフ
ィルム法と呼ばれる (徳山 1967、 永塚・細野 1982)。 合成樹脂の開発が進んで土壊の性状
に合わせて樹脂を選択できるようになると、貝塚、泥炭など多様な条件を示す遺跡の調査にも





した樹脂 (商品名 :サ ンプレンWE)を 薄めて噴霧器で散布する。
「サンプレンWE」 はアセ トンと1:3の量比で希釈する。およそ4∬ に「サンプレンWE」







a.手ポキシ系樹脂 (商品名 :ト マック)に柔軟剤 (商 品名 :シ ンタロン)、 硬化剤 (商品
之保場馬
市
名 :ハ ー ドナーH Y 837)を 混合した溶液を塗布する。
b.半がわき (指先に少し粘る程度)の状態で寒冷紗を貼 りつける。
c.塗膜の硬化を待ってaの作業をもう一度施す。













接着剤として主剤 (商品名;ア ラルダイト」P1252)、 硬化剤 (商 品名;ハードナーHY 837)
および添加剤 (商品名 :マ イクロバルン)を混合し使用する。主剤と硬化剤の量比は5:2で、












ッターで切開するなどしてエポキシ系接着剤 (商 品名;セ メダイン・ハイスーパー)










鉄」ぎ取 りに用いた「サンプレンWE」 。「 トマック」はともに不透明で、その上寒冷紗で裏打ち
しているため、塗膜面から土壊粒子は見えない。つまり、実際に保存されたり展示されたりす
るのは転写面であり、当然転写面は土層断面と (物体が鏡に映るように)逆位になる。このよ








引  用  文  献  (五十割D
l.青木豊 1985『博物館技術学』雄山閣
2,沢田正昭・秋山隆保 1981「追跡・遺物の保存科学」奈良国立文化財研究所年報1981 pp.62～ 63
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旧石器時代 (約 1～ 3万年前)に対して、 3万年以上前にさかのぼる時代を日本の前期旧石器時
干
代として区別することにした。したがって日本の前期旧石器時代は、大睦の中部旧石器時代






家たち― オクラドニコフ、 ラリチェフ、 そして表文中らが筆者の報告書を正当に評価 し、大





























2.中 国の前期・ 中期 旧石器時代









進んでいる。今から80万 ～300万年前の更新世前期 (Ql)に は午城黄土が堆積 している。今から
10万～80万年前の更新世中期 (Q2)|こ は離石黄土が堆積 している。 これは厚いところで100余
mに も及ぶ。今から1万 ～10万年前の更新世後期 (Q3)1こ は,焉 蘭黄土が堆積 している。この更新
世前期～中期にあたる段階が前期旧石器時代であり、原人の時代である。更新世後期の前・中




















































70万年前 温暖半湿潤 底 礫 層





Fig.63 CImatic chnges inferred frOm
he loess of Luo Chuan. Shanxi ProⅥ
表25 花粉分析よりみた周口店第 1地点の気候
《呉如康ほか,1985》
Table 25 ClimaSc changes and stratigraphic
changes in ZhOukoudian,1と oc. 1
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その準備の一つは、華北地区に厚く堆積する黄上の土壌学的分析を地域的にできるだけ細か
く行 うことである。映西省洛川の分析結果を例に説明する(図 63)。 黄土の厚い堆積に反映され
た古気候の変遷は、湿潤な森林・草原から乾燥 した草原へ移行する過程である。これは、各類
型の古土壌の発達と黄土の風化成土作用の強度に現れる。洛川の黄土中には複数の類型の古土




















周口店第 1地点 (呉如康ほか,1985)に は大きく4つの「灰層」があり、これは原人が洞穴で
火を使用した痕跡とされている。第 8～ 9層 の灰層は洞口に近い鶴子洞で厚く、西の奥につれ
て低 く傾斜 し、厚さは薄いという。洞天丼が崩落 し、洞口と鵠子洞が埋没 した後、原人の生活
主空間は西奥へと移り、ここに6mに も及ぶ灰層 (第 4層 )が形成されるという。報告者は灰層
の厚さが、すなわち居住期間の長さを示すと述べている。しかし、広範囲にこれだけの厚さの
灰層が、単純に形成されうるのだろうか。第 8～ 9層中の灰層と山頂洞東部の第 1～ 2層中の
灰層は、層理をなしているし、洞天丼の崩落を示す第 3層 の角礫の上に凸レンズ状の薄い灰層
があるという記述もある。また、1978～ 1979年 の発掘区 (鵠子洞東南部で東洞口の西部 )は 、





















































































































































での生活 (第 8～ 9層中の灰
層の形成)
1同 天丼の崩落後、ハイエナの








図65 北京市周口店第 1地点 (猿人洞)の変遷  (《呉女同康ほ力`,1985》 より転載)
Fig 65 Transition of habitations at Zhoukoudian, LocatiOn l.(ヽ Vu Rukang etoa1 1985)
東洞口、鵠子洞の天丼部崩落後の新出入口付近 とみられ、第 4層 の角礫層 (厚 さ約 3m)中 に
は、厚 さ10～30cmの薄い灰層が 7、 8枚 ある (呉如康ほか,1985)。 ここでは焼骨、ダチョウの
卵殻片、ハ ンマー・ス トーン、凹石、景」片、そして石器の分布が 2mご とに記録 され、】ヒ西部
























73101地点だけである (図66)(蓋培ほか,1977)。 73101地 点は開地遺跡である。約80∬ の発
掘で 3基の不整楕円形の炉穴が検出され、長さが1.7～ 3m、 幅が 0。 8～ 1.5m、 深さが0.2m前
後である。 炉穴と大量の木炭の分布は一致する。 下顎骨 。歯・折れた四肢骨などからなる動
物化石は炉穴の縁を中心に分布している。鉄U片 は炉址に完全に重複 し、かつ炉址以外にも分布
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図66 河北省陽原県虎頭梁73101地点遺構・遺物平面分布図  (〈繁ナ∴ほか,1977》 より1ほ戴)
「
Ig66 Dね tribution Of structure and ardfacts in Hutcjulね ng site LOc.73101,






今後、虎頭梁 73101地点のような記録 をできるだけ報告 し、 さらに紙数をさいて一歩踏み込
んだ分析結果を公表することに期待 したい。





















周口店第 1地点では1927年以来、97種の哺乳動物 (う ち大型哺乳動物54種)と 62種の′亀類の
化石が発見されている (呉如康ほか,1985)。 これらの動物化石が北京原人によって捕獲 された
ものか、それとも肉食動物が餌として運びこんだものか、はたまた洞穴を棲み家としていた動
物の遺骸か、といった問題があった。報告者は、北京原人の化石、炉の灰が堆積 した灰層 (焼
石と焼骨を含む )、 大量の石器を包合する文化層 (第 1～ 5層、第 6層 中部、第 8～ 11層 )か
ら出土した動物化石については、北京原人の捕獲物であると断定している。これに対して第 7
層と第12層 は洪水などの水の作用で洞穴内に運搬されたものである。

























シシ (200個体以上 )・ テラールドスイギュウ (80個体以上 )・ 北東ジャコウジカ (30+回体以上 )
が発見されている。


















は許家箸で多量に発見されたような石球は 1点 も出土 していないが、他の石器の中に鳥を捕獲
した道具があるのかもしれない。あるいは、原人はワナを使 うことや鳥が羽根のはえかわる時
期に飛べなくなることをすでに知っていたのかもしれない。
周口店第 1地点では、魚類や貝類の化石は未発見である。魚類は映西省大蒻 (中期初頭 )で







脩)石 器  (図 67～ 69)




どの大型石器を主体とする系統 (匿河→丁村)と 、チャー トなどを石材とする小型のスクレイ
パーを主体とする系統 (小長梁→同口店第 1地点→許家密)に分類できるという説がある (買
蘭城ほか,1976)。 一方、丁村については典型的丁村文化として、華北地区において唯一無二の旧
石器文化類型 という位置付けを与える研究者もいる(菱文中ほか,1985兆 丁村にも小型石器は




また、中国では数少ない重層追跡周口店第 1地点では、早期 (第 11層 から第 8～ 9層 まで)
→中期 (第 7期,第 6期)→晩期 (第 4～ 5層 ,第 1～ 3層)と いう時間的流れの中で、石器群に次









資料中の 1%、 トゥール中の5。 4%に すぎず、チョッパーなどは北京原人の石器群の特徴を反映
していないことを理由に、「チョッパー,チ ョッピング・ トゥール文化」の用語の使用を暫時停止す
ることを提唱している(菱文中ほか,1985)。




遺跡の性格によって、出土 した石器 (た とえば大型の石器 )がその段階の石器群全体の一部 し
か反映していない可能性がある。中国では国土面積に比べて旧石器時代の遺跡の発見数がまだ
少なく、また日本でも前期旧石器時代の追跡の発掘 (面積 )件数は少なく、限られた資料によ
って全体の一部 しか見ていない場合もありうる。 ③ 石材の産地が消費地に近接 している場合、
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下  洞 鰺鰻嘔
図69 北京市周口店第1地点の石器群 (甕装文中ほか,1985≫より作成)
Fig.69 Lihic industryies in Zhoukoudian,Location l,(Pei Wenzhun et.a11985)
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器群と】ヒ京市同口店第 1地点の石器群を一応時期ごとに集成しておいた (図67～ 69)。 読者の
参考になれば幸いである。
《引用・参考文献》
賣蘭攻 1950年 F中国猿人』龍F]聯合書局 。中国上海
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賢蘭坂・王択義・王建 1962年『匿河―山西西南部旧石器時代初期文化遺址」科学出版社・中国】ヒ京
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3.朝 鮮半 島の前期・ 中期 旧石器時代
佐久間 光 平












いるが (韓國考古學研究曾 1984)、 所属時期等については見解の分れるものが多いようである。
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図70 朝鮮半島の主な旧石器時代遺跡























(都 1964,都 。金 1965)。  しかもこの調査の段階で旧石器の包合層は 2枚発見され、主として
角頁岩製の石器を含む上位の層と、石英岩製を主体とする下位の層が認められることが判明し
た。報告者により後者は屈浦文化 1期、前者は屈浦文化 2期 と呼ばれており、このうち1期の
石器群 (図 71)は その形態的特徴から中期旧石器時代に属すると考えられている。この石器群は
主として石英岩製で、チョパー、尖頭器、石核、景」片等からなり、両面加工された石器も合む
が、全般に片面加工の承」片石器が優勢であり、素材となる祭」片は台石技法によって得られる場








る文化層が実に9枚発見されたと報告されている (Shon 1978)。 この遺跡は、錦河右岸、標高
7～ 15mに位置する。 1964年 ～1972年 まで延世大学によって毎年発掘調査がなされ、これまで
調査者の孫宝基によって数多くの短報・論文が発表されてはいるが、総合的な報告は今だなさ
れていないためその全容の把握は難しい (後藤 1976)。 調査は約130m程離れた第1地区と第 2
地区とで行われたが、前期 。中期旧石器に位置付けられる石器群が出土 したのは第 2地区にお
いてである。この地点は層位的に27層 に細分され、12の 旧石器文化層が存在するといわれる。
第 2地区は、下層になる程発掘面積が狭 くなるため得られている石器もそれぞれ少ないが、前期
とされる第 1～第 6文化層からは、石英岩製を主体としたチョパー,ハ ンド・アックス,尖頭器、
クリーバー、スクレイパー、象」片等が出土 し、また、中期とされる第 7～第 9文化層からは、
前期とは異なり珪質岩などを主体的に用いたチョピング・トゥール,ク リーバー,尖頭器,ス ク
レイパー,彫器,景」片等 (図71)が発見されたと報じられている。しかし、これらの資料を実見
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図71 朝鮮半島の前期 。中期旧石器 (1)
Fig.71 LOwer and Middle Paleolithc industries in KOrea(1)
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図72 朝鮮半島の前期 。中期旧石器 12)
Fig,72 LOwer and Middle Paleolithic industries in Korea(2)
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1983, Chung 1984,Wllliam o S ongn航 11984他 )。
この追跡は、ソウル北方約50km、 漢難江の河岸段丘上に位置しており、1978年 4月 、アメリカ軍
人の Greg Bowentと 彼の韓国人夫人が偶然石器を採集 し、その資料に対してソウル大の金元
龍とフランスの Bordesに意見を求めたことから、その重要性が認識されることになった。直
ちに金元龍らは石器採集地付近一帯の分布調査を行い、表面はいずれもlm前後の削平を受け





0        3cm
1～ 6:第 2地点ソウル大発掘資料 (文化財研究所1983よ り)
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ChOngOk �              7:第 1地点表採
図73 朝鮮半島の前期 。中期旧石器 13)8～
10:第 2地点発掘資料




第 2地点の層序は、基本的には 1腐植土層, 2赤褐色粘土層, 3黄褐色砂質粘土層, 4褐色
細砂層, 5褐色粗砂・角礫層, 6基盤 (玄武岩)と なり、1979年 ～1980年 の 3次 に亘る調査では
2, 3層の粘土層を中心に計1851点 の石器が得られている(興Б1984)。 石器群は一時期のものと
判断して良いのかどうか明確でない力＼ 1次発掘調査時に現地を観察 した芹沢は、文化層は 2～
3枚あるかもしれないとの指摘も行っている (芹沢 1982)。 3次調査までの出土石器は、鄭永
和によれば、石英岩製を主体として、両面加工石器 5,ク リーバー5,ピ ック7,多面体石器 7,
チョパー58,チ ョピング・トゥール27,ス クレイパー191,ポ イント18, ビュアリン9,景」片481,ス

























こうした遺跡の他に、提川郡チョンマル追跡 (Yi 1982)、 丹陽郡島渾里遺跡 (孫 1985)、 鳴梧
里遺跡 (樫 1984)等 も前期 。中期旧石器時代に属するといわれている。特に島渾里遺跡では少
なくとも8文化層が存在し、そのうち4文化層が前期 。中期旧石器時代に位置付けられると考
えられているようである。この遺跡では、ハンド・アックス,チ ョパー,チ ョピング・ トウー
ル,ス クレイパー等の石器と共に動物化石の伴出もみられる。
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(1)発 見 の 歴 史
V.E.ラ リチェフによればシベリアの旧石器研究は人類の北方起源の仮説を実証するために
開始され、1871年 にはA.L.チ ェカノフスキー,I.D。 チェルスキーによって陸軍病院遺跡が発
見された。ここでは両面加工の石器、チョパー、骨角器等の遺物がマンモス、トナカイ、ウマ、
ヤギュウなどの動物遺存体と共存 していた。1885年 には I.T.サベンコフがアフォントヴァ山で
『ムスチエ』タイプの旧石器を発見し、新たな研究の幕が開けられた。1928年 にはM.M.ゲラ
シモフにより、アンガラ河沿岸でマリタ遺跡が発見され、それ以降1958年 まで断続的に調査が
行われた (Lan ch∝ 1969)。
これらの後期旧石器時代の追跡に対し、1954年 に、S.I.ルデンコにより発見されたアルタイ
のウスチ・カン洞窟はシベリアで最初の前期旧石器 (ム ステリアン)に属する遺跡である





adnik∝ et.a1 1973)。 1969年 にはブラーツク・ダム建設後アンガラ川の高位段丘上で遺跡の調
査を開始した G.I。 メドヴェージェフがタラハイ、イゲチェイなどの遺跡群を発見し、以後継続
的に調査を実施 している (M edved∝ 1983)。 1974年 にはZ.A.アブラモワがエニセイ河上流
域のハカシヤでムステリアンの洞窟遺跡を発見し、現在も調査を継続 している (Abramova 19























片と作業面に対して斜めの打面を持つ石核である(図75-13～ 17)(Oma� ikov 1972)。 年代に
ついては地質学的所見から中部更新世後半や上部更新世初期におく説 (TsStlin 1979)、 古地
磁気測定により30万年前よりは古いとする説 (Pospelova et.』 1980)、 熱ルミネセンス法に
よる150万年前と考える説 (Shlyukov 1983)な ど多様である。
ヤクーツクの南、レナ川の上流 140kmに あるディリング・ユリャフ遺跡は105m段丘上にあり、







り、ウスチ・ トゥを除いて無」片は発見されていない(図75-48～ 50)(D erewanko 1983)。
A.P,オ クラドニコフ、A.P,デレビャンコらは石器群の特徴を同口店第1地点の石器群 I載寸比
して、リス氷期に人類がアムール川流域に移住 した結果と考えた (OmadnikOv 1968、 Dere■/―
yanko前掲 1983)。 これに対して、地質学者の S.M.ツ ェイトリンはフィリモシュキの礫層の
花粉分析の結果や、包合層が再堆積であることなどから、古くてもヴュルムⅡ―Ⅱの亜間氷期
(カ ルギンスキー間氷期 )で あるとする見解を示した (Tsd tlin前掲 )。
中央アジア南西タジキスタンのカラタウI遺跡ではチョパーなど礫石器と共にスクレイパーな













れる。段丘の年代は中期更新世とされる (Omadnikov前 掲 1979)。 将来、発掘調査が実施され
れば朝鮮半島との地理的近さから、全谷里遺跡との関連が問題となってこよう。


















注)を慎重に調整して象」片の形状をあらかじめ決定する」技法と定義している (B ordes 1961,
68)。 象」片用ルバロワ石核、原ルバロワ象」片用石核、ポイント用ルバロワ石核、石刃用ルバロ
ワ石核 (石核調整の系J離痕が石核の軸に対して平行するもの )に 分けられているが、打面調整、
「
作業面調整を持つ広い範囲の石核が含まれることになる。
これに対して、オクラドニコフとワシリェフスキーは作業面に対 して (90度以下の)角 度の
調整された打面を持 ち、作業面がほぼ平坦で反対の面が脹らむ石核 をルバロワ型と呼び、ボル
ドとは異なった定義で分類 している (Vasilievskii 1983)。 シベリア特に極東ではこれらのル
バロワ型の石核は、前期旧石器の伝統を受継いで後期旧石器の後半まで存続 したと考えられて
いる (Vadlievskii 前掲 1983)が、この説についてはC.S,チャードが極東での地域的発展で








またビュアリンやエンド・スクレイパーなど後期旧石器的特徴を持つものも多い (図 75-8～ 12)。
両面加工の柳葉形尖頭器が発見されているが、アニシュー トキンらは、混入と理解 している
(A� syutttn 1970)。 エニセイ河流域の後期旧石器のココレヴォI遺跡 などはこの系統とされ
る。年代的にはズィリャンカ氷期とする説と、より新 しく、カルギンスキー亜間氷期に比定する




kov et.al前掲 1973)。 ゴルノ・アルタイ地方のカラ。ボム遺跡は、セミサルトナ||に面した段丘上
にある。発掘調査により15,000点 もの遺物が出土 している。 150点の石核のうち大部分はルバロ
ワ型の石刃核である。石器の素材は石刃が多く、中には10cm以上のものもある。鋸歯縁石器、
側辺を加工したスクレイパー、ナイフ形石器に似た尖頭器、ビュアリン、大形の両面加工尖頭器
も出土している(図75-3～ 6)。 全体的にウステ・カン洞窟の石器群に類似 し、年代的には3～
4万 年前と考えられる(OkladrlikO■/1983)。 ムステリアンに大形の石刃が伴 う例はアフリカの中
期旧石器にもあり、後期旧石器的様相が実際には古く遡る可能性が指摘されている (」 .D.C―
lark 1983)。 この他アルタイ地方には、ウスチ・カンの耳ヒ方60kmの デニソヴァ洞窟 (Oklahik―




跡などとは異なった伝統をもち、年代的にやや古いと理解 している (S hnikov 1983)。
エニセイ河上流域のハカシヤ地区にあるドブグラスカ岩蔭は東シベリアで最初のムステリア
ン遺跡である。1974年 に発見され、現在まで調査が継続されている。 4層 は後期旧石器時代に
属し、細石刃の破片、尖頭器などが出土している。 5～ 7層の石器は玄武岩が主で、フリント、
石英岩、頁岩、石灰岩などを素材とし、ルバロワ石核、円盤状石核、ルバロワ尖頭器、鋸歯縁
石器、サイド・スクレイパーなどから成り(図75-18～ 19)、 前期旧石器 (ム ステリアン)に 属する。
動物相はロバ、ウマが多く、シカ、有毛サイなどが見られ、マンモス、 トナカイは希で、温暖、
乾燥の環境を示 している (Abramo耽 前掲 1981,85兆
アンガラ川流域の前期旧石器はメドヴェジェフにより2段階設定されている (M ed■/edev 1983兆









在のデータではズィリャンスキー氷期 (ヴ ュルムI約 5～ 10万年前)以前であるとした (Tsei―
tlin前掲 1979)。



















(3)前期旧石器 か ら後期 旧石器ヘ
近年シベリア各地でB.P.3万年前後の遺跡が発見され始めている。アルタイのマーラヤ・
スィヤ追跡 (約 3万 4千年前、図75-1, 2)(Murat∝ &Ovodov 1982)、 アンガラ流域のウ
スチ・コヴァ遺跡下層 (約 3万年前)(Abranova 1984b)、 レナ川上流域のマカロヴォⅢ oⅣ
遺跡 (図 75-21～ 23)(Aksen∝ &Shnik∝ 1982)、 サバイカリエのワルワリナ山遺跡 (約 3万
5千年前、図75-32～ 34)、 トルバーガ遺跡 (約 3万 5千年前、図75-30,31)(Okladnikov&
Kirillcl■/1980)、 モンゴリアのモイルティン・アム遺跡 (図 75-51～ 55)(Okladnik∝ 1981)な
どではルバロワ型石核、円盤形石核などに、石刃やそれを素材にした石器が伴 うという特徴を
持ち、アルタイやエニセイのムステリアンの石器群に共通する。極東では多面体石核、円盤形石
核、石刃状剰片などが伴 うオシノフカ遺肋 (図75-39～ 41)、 ルバロワ型石核を伴 うクマラⅡ遺
跡、大形の独特のrll片 を伴 う地理学協会洞窟 (図75-38)な どは、いずれも約 3万年前と考えら





の見解の見直しが必要とされてきた (第 Ⅳ章 3節朝鮮半島の前期旧石器が照 )。
チョパー・チョピングトゥール文化圏を提唱したモヴィウスの見解については全谷里発見以前
からV.E.ラ リチェフが両面加工技術の伝統を東アジア特に中国の前期旧石器の中に求める仮
説を発表していたし (Lanchev 1977、 第Ⅳ章 2節中国の前期 。中期旧石器時代か照 )、 オクラ
ドニコフもモンゴリアの前期旧石器にアシューリアンに似た両面加工石器が有ることを指摘 し、
また朝鮮半島に近いアムール河下流域でもハンド・アックス類似の資料を発表している (Ok―























⑤ また最近 G.ア イザック (I saac 1984)、 N.ト ス (Toth 1985)ら が主張するように従来




Fig.75(ALTA1 1,2 Malaya― siya,3～ 6Kara― BOm.7Strashnaya cave.8-12UstiKan cave.
(R174)賀卜17 Ularinka)(ENISEI BASIN 18～ 20 Dvgrazk cave)(ANGARA BASIN 21,22 1ge―
teiskii LOg.23 Makarovo.24～ 26 Tarakhai et,al)(ZABAIKAL'E27～ 29 Sohachn0 4.
30,31 Tolbaga。 32～34 Mt,Valvarina)(LENA&ALDAN BASIN 35～37 EdiantSy)
(AMUR BASIN&MARITIME REGION 39～ 4生 O sinovka.42,43 Tambovka.44～ 46
Ado― TymonOvo.47 VogorOtskoe.48Ust'Tu.49 Kumara生 .50 Filimoshk i)(MONGOLIA
51～ 55 Moiltyn― Am.56～ 57 Dno― Gobi.58 Yarkh.59,60 Sain― Shand)(SOVIET CENTR―


























































































Fig。 74 Maior LOwer Paleolithc sites in Siberia and Far East
表27 シベ リア周辺地域の主な前期旧石器遺跡編年表 ○礫器を主体とする石器群 ロルバロワ技法を伴う石器群
Table 27 Chronobgy of maior Lower paleolithic  
全騒昭鴇モ再看落急建
う石器群×その他の剣片石器群
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1.AOB(第 Ⅱ章 2節 )
表土から2層 までは、遺構も少なく石鏃や土器片が単独に出土する程度で遺物の量も極めて
限られていることから、中心的な生活の場ではなかったと想像される。 3・ 4層 の旧石器も遺
物の量は少なく、同様に周辺的な遺跡と考えられる。
5層 には川崎スコリア層がのり、年代的には約30,000Y B P前 後と考えられる。この層の上












石器の二次加工技術の客観化、剥片生産技術の分析 (第 Ⅱ章 2節―(5)一③ )、 使用痕分析 (第







法によっては約64,000Y B Pの 年代が与えられた。今回新しい方法として適用された電子スピ
ン共鳴法では噴源の試料 t球↓して54,000と 56,000Y B P、 遺跡の試料に対しては68,000と 83,000
YBPの 年代が出された。フィッション・ トラック法では80,000± 20,000Y.B.P,と ぃう年代が
明らかになった。それぞれの年代にやや開きがあるものの、他の広域テフラのように今後淑1定
数を増やすことにより収敏し、安定するであろう (第 Ⅲ章 5、 6、 7節兆
この愛島パ ミスの約 lm下層1l d層上面から3点 の石器が発見された。大和町中峯C遺跡、
古川市,馬 場壇A遺跡などと同時期の石器群と推定される(第 E章 2節―(5)-4))。 ちなみに熱ルミ
ネッセンス法による1l d層 の年代は187,200Y B P、 12層 の年代は200,9ooY B Pと 測定された
(第 Ⅲ章 5節兆
2.AOE(第 Ⅱ章 3節 )
この地点は遺物の出土は無かったものの、2も しくは 3層 から掘 りこまれた旧石器時代に属
するTピ ットが4基並んで発見され、これまで縄文時代早期からと考えられてきたこの種の遺
構が旧石器時代にまで遡ることが明らかにされた。






る形で、今回あらためて考察がカロえられた (第 Ⅲ章 1節 )。
土壌分析によりAOBの 8層 は川崎町安達を噴源とする愛島パ ミスと同定され、さらに各層
は質的に3つのグループに分類された (第 Ⅲ章 3節 )。
遺跡周辺の植生の復元を目的に植物珪酸体の分析 を実施 した結果、 3・ 4層 についてはイネ
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Archacological expedition in Aobayama, Tohoku
Unlversity campus
Location of the site and the prOcess of the excavation(Chap.I)
Tohoku Univ.is located in Sendai,one of tlle maior cities on the pacific cOast of NOrtheast
Japan. The Sendai City has a beautiful envとOnmentithe HirOse River f10ws from he Ohu Range,
and A6bayama hill,a branch of the Range, is located iuStヽ Vest of dOwntown.TOhOku Unive―
rsity,composed of several campuses in he citjr, is onc of the maior u� versities in he
TOhOku district, having important roles in the devdopment Of science in his countty. The
university has tllro archacological research institutes. One is the Department of archacolotty,
belonging to the Faculけ  Of Arts and Lctters, hThich devOtes itself to archacological educ―
ation and rescarch.AnOther is the Center of ArchacO10gical Res∞ rce Management(CARM),
wvhich devotes to the research of archaeO10gical sites 10cated on he campus, including Sen―
dai castle, the resittncc of tlle Date famiし ,a feudal lord of the Edo era.The site,
cover�日he wrhOle Kawauch campus(Fig.2),has been excavated by CARM and he first
report was publる hed � 生985.A Paleolithic site, consist� 8 of LOcation B(AOB),Loc―
cation E(AOE),and LOcation F(AOF),was discovered ilx 1982 in the AObayama campus,
and excavated in 生984 、vhen the site lvas discovered during surveys priOr to construction.
The present report contains a description and analyses of tlle Paleolithic site.
Results of Excavation(Chap.Ⅱ )
(1).Aobayama Location B(AOB)(Chap.Ⅱ ,Sec.2)
The stratigraphy is d� ided into 25 1ayers, all of which  are composed of vOlcanic ash
(F ig.5),Artifacts were discovered in Strata tt and 2,and On the surface Of Strata 3,4,5,
and lld.Layers from l(top soil)to 4 contain only a few structures and scattered artifacts
including arrOwvheads and sherds.
Stratum 5 is covered by the Kawasaki scoria 、vhich is dated to about 30,000 yBP.Its surface
yields a lithic concentration lvhich is dominated by blades(Chap. Ⅱ,Sec.2-(5)). ThermO rem―
nant magnetic ana,sis TIIas apphed in order tO identify hearths which are often invisible
On volcanic ash sediments.  This hras the first applicatiOn Of  this method for this purpose
in 」apan. As a result,a hearh was identified l ■l  south�vest of  the lithic concentration.
L
Through ethoarchacological studies of hunter― gatherer settlements and a comparat� e
stud_w・ of paleolithc sites hhhich have well preserved hearths, it is possible to draw gene―
rahzations about the spatial relationships behⅢ cen artifacts(bchavior)and hearths.For ex―
mple, it has been kno、 wn that thc hearth is always the central 10Cus of  hlman activities
among hunter― gatherers.  By applyinrr theSe generalizations tO archacological data, it is
possible to infer hrhether the lithic cOncentration represents prilnary refuse or secondary
refuse.
Concerning the retouch techniquc, a series of experiments 、vere conducted in order
to sce the differences in the sizc of percussion facets behlreen  the pressure flaking techni―
que and the direct percussion technique(with an antler hmmer).The result indicates hat 2 scr―
laperS from Stratum 5,AOB,were retouched by the pressure flaking ttch� quc(Chap.Ⅱ ,Sec.
2-(5)-3)).UsC― Wear analysis based on Keeleytt metIЮ d(polish anaけ
siS)Was applled for hf一
erring he function of lithic artifacts,  Furthemore,  in order tO increase the accuracy of
identificatiOn of tool function, post―depositional surface modifた ation 、vas studied by e� ploying
a scanning electron microscope.
The above ana,ses Of the �trrstte spatねl patttm,lithic technology and hthた use― vぃear
suggest a potentialiサ and further necessIけ  of inttgra� ng varitJus maい ical methods inclぃ
ding identification of lithic rtt material rOsources(Chap.Ⅱ ,I Sec.5),mapping of spatial
distribution Of lithics, and refitting of lithics, in order to sho、 v inttrrelationships bet、 veen
natural envirOnmental factors and“ Cultural"factors(such as htman pⅢ sical ability, obiecti―
ves and personal preference in lithic technology).
Stratum 8(Medeshima pumicc)is the index tephra ll・ hたh is distributed scjuth of Sendai.
Its date somehow Varies wida he dating methott i 64,CXXl yBP by the therlnOluminescence
method;54,000 and 56,000 yBP(for the soil from the original volcanO)by the Electron
Spin Resonance methodi and 68,lXXl and 83,CXXl y B P(for the sOil frOm the site)Ⅲ  the
same methodi 80,000三L20,000 y B P by the fission track method. Although the presented
dates are diverse. the range of dates is expected to be narro、 ved dO、 wm as the number of
dated sample increases,as is usual in the dating of wide range tephras(Chap.Ⅲ ,Sec。
5,6,and 7)。
Three lithic artifacts 、vere disCovered on the surface of Stratum l生 ―d, about l■ l belo、v
the Medeshima pumice. Like the Nakamine C site, Taiwa cho, and the Babadan A site,
Furukall・ a― shi,  they are  considered to  belong to onc  of the oldest lithic industries so
|
far in Japano Stratum ll― d is dated to 18監 2CXJ yBP by the thermoluminescence method,
and Stratum 12 is dated to 2CXl,900 yB P(Ogawa,Kaiiwara&Nakagawa 1985).
(21 AOE(Chap.Ⅲ ,Sec.3)
AOE is l∝ated 21Xlm west of AOB(Fig。 32).FOur“ T"― shaped pits belonging to the
Palcolithic period were found in a rollI.  SinCe previOusly― fOund “「Γ" ―shaped pits were no
earlier than the Earlier Jomon PeriOd, the present examples demOnstrate that this kind Of
structure appeared much earlier than previously considered(Fig。 38)。
(3)AOF(Chap.Ⅱ ,Sec.4)
A OF is the location which was excavated earlicst in the Abbayama site.Although the
amount Of artifacts is not distinctive, AOF  is significant  in that  it demonstrates the
presence of at least t、 vo paleOlithic loci in the AObayama site and that different lithic
industrics are found stratigraphically from several strata.
(4)Physical scientific analyses(Chap.Ⅲ )
吼 rough geological analyses, various terraces around Send�  City and the tephras were
related.  硼 c Aobayama terrace is shown tO be the oldest PleistOcene terrace, lying unco―
mfOrmitively on the basc of PliOcene series. In addition, characteristics Of geological la―
yers fOund � the Tohoku University campuses are described(Fig.56)(Chap.Ⅲ ,Sec.1).
hrough the sediment analyds, stratum 8 is identified as thc Medeshima pumice lvhich
derived frOm Adachi(Kawasaki machi),and he stratigrapⅢ  of AOB is pedologically class―
ified int0 3 groups(Chap.IⅢ ,ecc.3).Red sOil below Stratum ll is considered tO be the
reddish weathered sOil which characterizes the Riss― Witrm �terglacial period.
I)lant opal analysis Nょ s conductod for recOnstructing the vegetttion around the site.  As
a result, the presence of grassesis inferred in Strata 3 and 4. 乳 e result is nOt clear―
cut below Stratum 5.
」apanese paleOlithic sites rarely yield organic materials. In order to overcome he difficu―
lty,it is necessaり to conaborate with physical scientists and to collect various types Of
information on human behavior and the natural environment.
(5)Lithic Analぃes(Chap.Ⅳ )
Like he Nakamine C and he Babadan A industries,three lithics found on Stratumlld,AOB,
are considered to belong tO One Of the Oldest lithic �dustries in Japan(Chap.Ⅳ ,Scc,1)・
In order tO see the significancc of thesc earlicst industrieき , 、vorld― wide cclmparative studies
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Fig.① The LOwer and Middle Palacolihic Sites in the East and NOrth Asia
the East and North Asia are briefly discussed
China; The report of ZhoukOudian demonstrated the uniformity and diversity of the Lower
paleolithic industry.Based on the reports of Zhoukoudian and Other sites,lithic technO10gy,
climatic and environmental features, life style and sibsistence pattern are summarized  ln
order to clarify the phy10genetic relationship between he“ heaり~duty tool traditお n"and the
“sman t∞ l traditionl it is necessary to conSder the process � ich prOduces variations
in raw Hnterial, fOrm and size, and relative frequcncy of various kind Of tools.  It is su―
ggested that Chinese lower paleolithc studJ7 has great possibilites fOr reconstructing intra一
site beha� oral pattem,since there is lots of zooarchaeO10gical evidencc available(Chp.Ⅳ ,
Sec.2).










is the Acheulean industry in the Chongoku― ni site, since it casts a doubt on the Movius'
hypothesis. Instead of the index tool approach in which an industry is represented by cha―
racteristic t∞ ls, intensive study of flake tools is necessary because they comprisc a
great majority in the industry. Recent repOrting Of several paleolithic sites would prom―
Ote chronological and techn01ogical analyses(Chap.Ⅳ ,Sec.3).
Siberia,Far East and Mongolia;Since the maiority Of the samples are surface collections,
most of the lower paleolithic industries in thesc areas remain to have systematic analyses
donc on the lithic prOduction techniquc, site location, and spatial distribution of artifacts.
Lower paleolithic sites are roughly divided into three categories:sites dominated by pebble
tools,thOse dominated by bifacial tools, and those characterized by the  Levalois techniquc
(Chap.Ⅳ,Sec.4).
The LOwer palcolithc studies in lhst and North Asia have put too much emphasisOn
such characteristic tools as pё bble― tools and biface tools, What is necessary for future
elaboration is detailed analyscs of individual lithic lndustries and an integration of variOus
approaches in both natural erwirOnmental and cultral aspects.
3.Japanese paleolithic research and the Aobayama site.
(1)PaleOlithic research in」apan.
Full乳 lowm paleolithic study � 」apan was inaugurated with the excavation of the lwaiuku
site, Gunma prefecture, in 1949.  Since then, many paleOnthic sites have been mapped and
excavated all over the country as resue excavation accompanying construction has
hcreased.MOst Of the paleolithic sites belong to the Upper paleOnhic period(younger
than 30,CXXl}B.n)and its chronO10gy has been well established.The problem of Japanese
pal∞ lithic rescarch is the lack of organic materials due to thc highly acid sOil of vOlcanic
Origin,Without zOoarchaco10gical remains, 」apmese paleOlithic researchers have developed
elabOrate techniques in hthic analysis, including reconstruction of flake prOduction sequences,
detailed mapping of hthic cOncentrations, and refitting of lithic pieces within and between
concentrations.
Lithic �dustries carher than 30,lXXly BP(called」 apanesc“Earけ "palcolithic)have been
pursued laboriwsly by Serizawa whO excavated the Sozudai site,Ohta prefecture,(Seriza―
wa 1976)。 The Recent discovery of several“ EarlJ・ "paleolithc sites from the Miyagi prefect―
urc has cleared off the previous idea that humans did not exist in this cOuntry before 30,000
yBR
(動 Pttedtthc research � the Mサ a」 prefecturc(F造。②o③ ,Table ①)
Since 1975,  when  full― scale paleolithic research was inaugurated,   mOre than 120
paleOlithic sites have been mapped. Out Of nine excavated sites, 8 sites yield“ Early'paleO―
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Figo ② Maior PalacOlithic Sites in the Miyagi Prefecutre
い “Early"paleolithic
ln the Miyagi prefecture“Early''paleonthic is divided roughly into three periods(Kamata
1984,Okamura 1986,Sakuma生 986).
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and Babadan A, Strata 20,32 and 33.Three lithics found on the surface of Stratum lld in
the Aobayama site are considered to belong to this period. The Lithic �dustry of this pe―
riod is composed of(1)small flake― toOls made of hrd and fine―grained raw materials(agate
and chalcedony)which are ttailable � the r�erbeds nearby,(2)large Core tools madc of such
coarse grained materials as andesite,and(3)flake tOOls.Burin appeared as carly as period I。
Rctouch techniqus include both flat― flaking and steep― flaking.  Flake prOduction techniquc is
too diverse to be classifiediflakes lack any uniformity in their shape.
Period II,dated to生 30,CXX1/440,CXX1 45,lXXl海 0,OKXlyBP,is represented by Babadan A,Strata
19 and 10i Zazaragi, Stratum 9; Shibiki Strata 9 and 8;Yalnada uenodai,lower levelo Conc―
erning the raw material of the flake tools, fine― grained stone, such as agate, Vヽas
being replaced by shale and silicate tuff.  The relative frequency of andesite varics、vith si―
te. Possible factOrs fOr this inter― site difference include tempOral difference, site functiOn,
and sample sizc(excavated area).RetOuch techniquc is dOminated by flat― flaking.Cores in
clude discoidal ones in l1/hich the st� hng plattorm mOves around the edge,and ones in Mれ ich
the striking platfOrm and the working facet alternate frequently.
Pcriod lll,dated to 45,∝ D/40,CXXl-30,CXXl yBP,is represented by Zazaragi, Stratum 13;Ba―
dan A, Stratum 7,and Kitamae, bwer level. Lithic raw material is dominated by shale
and silicate tuff.  Retouch techniquc is characterized by the development of flat― flaking,
including percussion facets �vhich are close tO pressure― flaking ones. Tools made of andes―
ite disappeared in this period. Flake productiOn techniquc is indicated by prbbable discoidal
'cores in tthich the striking platForm mOves around the edge,as well as by Levaroid flakes.
O Latc Paleolithc― Mesolihic
The Late pal∞ lithic industries, dominated by blades or blade― like fhkes,  are found
above he Kawasaki SCOri角 (dated tO c.罰 ,lXXly BP)arOund sendai city,and abOve the peri
glacial invOlution layer(dated t0 33,CXXlyBP)at the zazaragi site.The number of sites
belonging to this periOd is limited:Aobayama Loc.B,  Stratum 5; Zazaragi,  Stratum 8;
Babadan A,Stratum 6;Kitamae StBI・ atum 5 and Nakakamine C,stratum Ⅱ c.
Zazaragi, Stratum 8 yields backed― blades which characterize the 」apanese Late paleol―
比hic.AObayama,Stratum 5,though which could be as carly as 20,CXXl y BP geochrOncj10gic証 軌
has pressure flaking technique fOr retouchingo  Pressure flaking techniquc is found in drills
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techniquc existed as early as  PeriOd 皿.Flake prOduction technique is inferred tO include
blade technique.Blades recOvered � the Mサagi prefecture are smaller in size thn those in
neinbouring Yamagata prefecture,and are t∞ fch7 tO reConstruct the system of fhke produc―
tion technique. In contrast,  blades recovered frOnl Yamagata prefecture are much larger in
size, and so abundant that infomation on core preparaticjn techniquc is rich enoutt to bu―
』d a chronology. Therefore, a feh7 1arge blades sometunes found in the Miyagi prefecture
could have been carried frOm  ncighbouring Yamagata prefecture.
Mesolithic industty,fOund below the HijiOri Pumice which is dated to abOut 10,CXXlyBP,is
composed of small tOngued― points, leaf― shaped prOieCtile points,chipped``spatulate"difaces,
and, occasionally9 ,ottery. The nthic industries Of this periOd  inchlde Zazaragi, Strata 5,
6b and 6ィc; Nakamine C,stratum Ⅱ b; KanOhara n and shibiki, Stratum 3. Ceramics
already appeared in this period;a bumed clay figurinc(prObably Of a m∞ se)was discovered
On the surfacc Of stratum 6, Zazaragi site, and pottery sherds were found at the Shibiki
and the Kanohara D sites.
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3 AOB 120-30溝 4、 埋± 2層
6.AOB 160-20 攪乱 2、 埋± 3層
2 AOB 160-20東区 樋乱 2、 理± 2層
――   ■■|■lt ―
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4. AOB l10-30 2層
5.AOB 130-20 濤 4、 埋±2層
図版 7 AOB出 上の上器
Plate 7 Ceramics recovered frOm AOB
Ｉ
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8.AOB 160-20 攪舌L2、 埋± 2層




AOB 130-20 ピット31、 理± 3層
10. AOB 120-40 攪舌し
14 AOB 130-30 表土 S-1/3
15,AOB 130-30 表土 S-1/3
16 AOB l10-50 攪舌L S-1/3





13 AOB l10-50 表土
図版8 AOB出 上の陶磁器・瓦器
Platc 8 Porcelain and smudged carthen ware recovered frOm AOB




21. AOB 160-20    22 AOB 160-20








19 AOB 130-40 表土
20 AOB 160-20
攪乱 2、 埋± 2層
⑦ AOE ⑥ AOE濤 1、 埋±1層
図版9 AOB出 上の古銭・金属製品他 (17～ 20)、 AOE出上の陶磁器 他 (①～⑦)
Plate 9 Coins and metal artifacts recovered from AOB(17-20),and Porcelain
recovered from AOE
23 AOB 160-20
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Plate 10 Lithic artittcts recovered frOm AOB,(strata l,2 and On the surface Of stratum 4)
一―
図版1l AOB5層 上面出土石器
Plate生 生   Lithic artifacts recovered on the surface of stratum 5
図版12
Plate 12
AOBlld層 上面 (1～ 3),AOE土坑 314X AOF 3a層 ～ 5層 (5～ 10)出土石器
Lihic artifacts recovered on the surfacc of stratum lld AOB(1-3),frOm pits







AOB排土出上の石器 (11～ 13)及び青葉山遺跡各地点の表採資料 (①～④)
Lithic artifacts from dirt soil(1-3)and surface
cOILctiOns from he Aobayama site(① ～④ ) (含乾景:8～勁
五
0                5G
I   I   `   
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図版15 青葉山遺跡各地点の表採資料 (B批苺 89⑩ )
Plate 15  Surface collection frOm the AObayama site
す










































/   サ ンプル採取状況
図版18 AOB石器出土状瀑及び熱残留磁気測定用サンプル採取
























図版20 AOB石器出土状況及び断面最Jぎ取 り 他






図版21 AOE全 景 他



















図版23 AOE遺 構 12)







図版24 AOE遺 橋 俗)
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